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平成平成2222年 平成22年 

アンパンマン列車撮影会（第６回中村駅まつり） 

今
月
の
主
な
内
容 

C
o
n
te
n
ts ２ 3 3  7 22 32

 

　
中
村
駅
ま
つ
り
（
９
月
25
日
）
で
の
１
番

ホ
ー
ム
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
や

サ
ニ
ー
君
に
夢
中
。大
人
た
ち
は
木
の
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
空
間
や
デ
ザ
イ
ン
が
一
新

さ
れ
た
駅
舎
に
感
動
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
３
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
中
村
駅
。 

　
設
計
は
、
東
京
都
の
建
築
家
チ
ー
ム

n
e
x
tsta
tio
n
s[

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

ズ]

が
担
当
し
、
そ
の
優
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が

高
く
評
価
さ
れ
、「
２
０
１
０
年
度
グ
ッ
ド

デ
ザ
イ
ン
特
別
賞
・
中
小
企
業
庁
長
官
賞
」

（
財
団
法
人
日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
主

催
）を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
幡
多
地
域
の
新
し
い
玄
関
口
。い
つ
ま
で

も
た
く
さ
ん
の
人
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
す
。 

第
６
回 

四
万
十
市
文
化
祭 

四
万
十
市
非
核
平
和
都
市
宣
言 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設 

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
策
定 

第
６
回 

四
万
十
市
民
総
合
体
育
祭 

第
16
回 

ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン
開
催 

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ 



行　事　名 開　催　日 時　間 会　　場 

2

平
成
22
年
10
月
号 

草木染めサークルあかねの会展示会 

諸流秋のいけばな展 

えびす10周年元気まつり 

第41回　中村俳句大会 

波多美術協会展 

秋の茶会 

合唱団むぎ発表会 

親筆会書作展 

第6回　四万十市文化祭参加菊花展 

盆栽展示 

第16回中村写真協会クラブ展 

歌の祭典'10

中央区小中学校音楽祭 

寒蘭花展示会 

能楽発表会 

社交ダンスCR会 

発表会・ダンスパーティー 

第8回　定期演奏会 

～リトルピアニストによる～ 

誠心流中村芳翔会 

剣舞・詩舞・吟詠発表会 

ヤマハヤングピアニストコンサート2010 

～四国西南地区大会～ 

平成22年度　川柳中村大会 

柳誌500号記念大会 

第16回剣城流中村剣舞愛好会 

剣詩舞道大会 

エレクトーンステージ2010 

ジョイフルライブ i n 四万十 

10月9日（土）～11日（月） 

10月9日（土）～10日（日） 

10月10日（日） 

 

 

10月10日（日） 

 

 

 

 

10月23日（土）～27日（水） 

10月24日（日） 

10月24日（日） 

10月29日（金）～10月31日（日） 

10月29日（金）～11月8日（月） 

 

 

 

 

 

 

11月2日（火）～４日（木） 

11月3日（水）～７日（日） 

11月６日(土) 

 

 

11月11日（木）～12日（金） 

11月13日（土）～14日（日） 

11月14日（日） 

9：00～16：00 

9：00～17：00 

開場11：00　開演12：00 

 

 

9：00～17：00 

 

 

 

 

9：00～17：00 

9：00～16：00 

開場13：00　開演13：30 

9：00～17：00 

9：00～17：00 

 

 

 

 

 

 

9：00～17：00 

9：00～17：00 

開場17：00　開演18：00 

 

 

開場 8：00　開演 9：00 

9：00～16：00 

開場 8：00　開演 9：00

中央公民館　展示ホール 

中央公民館　大ホール 

文化センター　ホール 

JA高知はた農協会館大ホール 

社会福祉センター　大会議室 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

中央公民館　展示ホール 

中央公民館　大ホール 

中央公民館　展示ホール 

中央公民館　駐車場 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

中央公民館　大会議室 

中央公民館　展示ホール 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

文化センター　ホール 

中央公民館大会議室・研修室・和室 

中央公民館 

大会議室・研修室 

中村地区建設協同組合会館３階　大ホール 

11月後半以降の行事は、広報四万十11月号でご案内します 
● 問い合わせ先 ●（市）教育委員会 生涯学習課　�（34）7311

第６回　四万十市文化祭（10月中旬～11月中旬） 

10月10日（日） 9：00～16：00

開場12：30　開演13：00

開場12：30　開演13：30

13：00～18：00

開場12：30　開演13：00

開場12：30　開演13：30

開場12：30　開演13：00

10月17日（日） 

10月23日（土） 

10月30日（土） 

10月30日（土） 

10月31日（日） 

11月７日(日)

しまんと市民祭実行委員会 

納涼花火大会（8月28日）での「鮎つかみどり」の鮎

30kgは、四万十川中央漁業協同組合さまよりご提供

いただきました。ありがとうございました。 

第6回 しまんと市民祭へのご協力のお礼しまんと市民祭へのご協力のお礼 第6回 しまんと市民祭へのご協力のお礼 

 

　今年も「しまんと市民祭」を無事終了することができました。 

これもひとえに市民の皆さまからの温かいご協力とご寄付によるものと深く感謝してお

ります。実行委員会では、市民祭が皆さまにますます親しまれる祭りとなるよう努めてま

いりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 



 
近
年
、消
費
生
活
相
談
業
務
の
複
雑
化
、高
度
化
が
進
む
中
、市
民
の
皆
さ
ま
の
安
心
を

確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、相
談
窓
口
の
強
化
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。 

　
そ
こ
で
市
で
は
、市
民
の
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
お
よ
び
苦
情
を
適
正
か
つ
効
果
的

に
処
理
し
、
市
民
生
活
の
安
定
お
よ
び
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
10
月
12
日
よ
り
、

「
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
す
。 

　
消
費
問
題
で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
た
と
き
や
疑
問
が
あ
る
と
き
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

 〜
こ
ん
な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
〜
 

　
☆
訪
問
販
売
で
高
価
な
も
の
を
買
っ
て
し
ま
っ
た
が
、解
約
で
き
な
い
か
？
 

　
☆
電
話
勧
誘
が
何
度
も
あ
り
迷
惑
し
て
い
る
。 

　
☆
身
に
覚
え
の
な
い
代
金
を
請
求
さ
れ
て
い
る
。 

　
☆
商
品
の
品
質
・
性
能
・
安
全
性
が
心
配
で
あ
る
。 

　
☆
借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る
。 

　
☆
そ
の
他
消
費
者
生
活
に
関
す
る
こ
と
。 

 ■
開
 設
 日
　
10
月
12
日（
火
） 

■
場
　
　
所
　
働
く
婦
人
の
家
　
１
階
（
右
山
五
月
町
８
番
22 
）
 

■
受
付
時
間
　
月
〜
金
曜
日
　
9
時
〜
17
時
（
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
休
み
）
 

　
※
予
約
は
不
要
で
す
が
、相
談
が
重
な
っ
た
場
合
は
時
間
を
ず
ら
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

 ■
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
 

☆
専
属
の
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
し
、よ
り
専
門
的
な
相
談
業
務
が
で
き
ま
す
の
で
、消

　
費
者
問
題
の
被
害
拡
大
防
止
や
早
期
解
決
が
図
ら
れ
ま
す
。 

☆
高
齢
者
な
ど
交
通
手
段
の
な
い
相
談
者
に
も
配
慮
し
、場
合
に
よ
っ
て
は
訪
問
相
談
な

　
ど
を
行
い
ま
す
。 

☆
専
用
の
相
談
室
を
設
け
ま
す
の
で
、相
談
内
容
が
第
三
者
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
な
く
、プ

　
ラ
イ
バ
シ
ー
が
守
ら
れ
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
●
　（
市
）商
工
観
光
課
　
�
（
3
4
）1
7
8
3

3

平
成
22
年
10
月
号 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 

四
万
十
市
非
核
平
和
都
市
宣
言 

 

私
た
ち
の
願
い
は 

全
世
界
が
平
和
で
あ
る
こ
と 

す
べ
て
の
ひ
と
が
幸
せ
で
あ
る
こ
と 

 

私
た
ち
は
こ
の
地
球
上
か
ら
な
く
し
た
い 

憎
し
み
を
生
む
暴
力
を 

命
を
奪
う
戦
争
を 

す
べ
て
を
破
壊
す
る
核
兵
器
を 

 

二
度
と
繰
り
返
さ
な
い 

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
の
悲
惨
な
歴
史 

私
た
ち
は
誓
う 

核
の
な
い
平
和
な
未
来 

 

四
万
十
市
民
は
こ
の
思
い
を
世
界
に
訴
え 

非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る 

　
旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
は
、非
核
平

和
を
求
め
る「
宣
言
」、「
決
議
」を
行
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、四
万
十
市
は
ま
だ
で
し

た
の
で
、
本
年
２
月
、
市
民
か
ら
募
っ
た

委
員
等
で
構
成
す
る「
非
核
平
和
都
市
宣

言
検
討
委
員
会
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。 

　
委
員
会
は
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
宣

言
案
を
ま
と
め
本
誌
８
月
号
に
掲
載
し

ま
し
た
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

し
た
う
え
で
最
終
的
に
原
案
が
適
当
と

判
断
し
て
市
長
に
報
告
。（
委
員
会
は
５

回
開
催
）市
長
は
そ
の
ま
ま
市
議
会
９
月

定
例
会
に
上
程
を
し
ま
し
た
。 

　
議
会
は
、
文
案
の
一
部
を
削
除
し
、
全

会
一
致
で
採
択
を
し
ま
し
た
。 

　
今
後
、四
万
十
市
は「
宣
言
」の
趣
旨
に

沿
っ
て
、核
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

に
向
け
た
市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、議
会
で
削
除
さ
れ
た
の
は
以
下

の
部
分
で
す
。 

 　
私
た
ち
が
守
り
伝
え
た
い
の
は
 

　
四
万
十
の
清
流
 

　
幡
多
の
豊
か
な
自
然
 

　
世
界
に
誇
る
平
和
憲
法
　
 

　
か
け
が
え
の
な
い
命
 

 ●
問
い
合
わ
せ
先
●
 

　（
市
）企
画
広
報
課
 秘
書
係
 

　
　
　
　
　
�
（
3
4
）1
7
8
3
 

　
　
　
　
　
内
線
２
３
０
０
・
２
３
０
１
 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
開
設
 

四
万
十
市
非
核

四
万
十
市
非
核
 

平
和
都
市
宣
言

平
和
都
市
宣
言
 

決
ま
る

決
ま
る
 

四
万
十
市
非
核
 

平
和
都
市
宣
言
 

決
ま
る
 



平
成
22
年
９
月
市
議
会
定
例
会 

市
長
施
政
方
針 

（
要
約
） 

　
６
月
定
例
会
以
降
に
お
け
る 

主
要
課
題
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
報
告
し
ま
す
。 

■
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団 

　
去
る
８
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
四
万
十
川

水
泳
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
へ
の
呼
び
か
け
を
皮

切
り
に
、公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
な
ど

を
通
じ
て
「
四
万
十
市
ふ
る
さ
と
応
援
団
」
の

全
国
公
募
を
開
始
し
た
。本
市
の
出
身
者
や
四

万
十
市
が
大
好
き
で
関
心
の
あ
る
市
外
在
住

の
方
々
に
ご
入
団
い
た
だ
き
、情
報
交
換
な
ど

を
通
じ
て
色
々
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
交
流
を
深
め
、
市
の
Ｐ
Ｒ
に
も

一
役
か
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
い
う
も
の
。議
員

各
位
に
も
入
団
呼
び
か
け
に
ご
協
力
を
い
た

だ
き
た
い
。 

 

■
地
域
づ
く
り
支
援
職
員 

　
高
齢
者
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を

住
民
の
方
と
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、と
も
に
地

域
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め
、６
月
に
27
名
の

地
域
づ
く
り
支
援
職
員
を
発
令
し
、
12
地
区
に

配
置
し
た
が
、
本
年
度
の
活
動
と
し
て
、
ま
ず

は
地
区
ご
と
に
「
地
区
活
動
カ
ル
テ
」
の
作
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

　
こ
の
カ
ル
テ
は
、各
地
区
の
課
題
を
抽
出
す

る
た
め
の
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で
、
現
在
、

担
当
地
区
を
何
度
も
訪
問
し
な
が
ら
区
長
さ

ん
を
は
じ
め
地
区
の
状
況
に
詳
し
い
方
々
か

ら
お
話
を
お
伺
い
す
る
な
ど
、
地
区
の
歴
史
、

生
活
、産
業
、人
口
構
成
等
、地
域
の
実
情
把
握

と
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。 

 

■
定
住
自
立
圏
構
想 

　
本
年
１
月
19
日
に
幡
多
６
カ
市
町
村
の
間

で
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
を
締
結
後
、具
体
的

な
実
施
事
業
を
定
め
た「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
進
め
て
き
た
が
、
８
月
31

日
に
関
係
市
町
村
長
と
の
最
終
協
議
を
経
て

決
定
し
た
。 

　
圏
域
の
名
称
を
「
幡
多
地
域
定
住
自
立
圏
」

と
定
め
、圏
域
の
現
状
と
将
来
像
を
提
示
し
た

う
え
で
、協
定
で
定
め
た
医
療
や
観
光
を
始
め

と
す
る
７
つ
の
取
組
項
目
に
つ
い
て
、現
時
点

で
具
体
的
な
動
き
の
あ
る
事
業
を
中
心
に
実

施
事
業
名
、事
業
概
要
、事
業
費
見
込
、関
係
市

町
村
の
役
割
分
担
な
ど
を
掲
げ
て
い
る
。 

 

■
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画 

　
「
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
同
法
が

６
年
間
延
長
さ
れ
た
こ
と
で
、
西
土
佐
地
域

が
引
き
続
き
、
平
成
27
年
度
末
ま
で
過
疎
地

域
の
指
定
を
受
け
た
。
過
疎
地
域
指
定
の
最

大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
元
利
償
還
金
の
７
割
に

つ
い
て
地
方
交
付
税
措
置
の
あ
る
過
疎
債
の

発
行
が
認
め
ら
れ
、
有
利
な
地
方
債
を
活
用

し
た
過
疎
対
策
事
業
が
行
え
る
こ
と
。
今
回

か
ら
人
材
育
成
や
医
師
の
確
保
、
バ
ス
運
行

や
集
落
活
性
化
の
各
種
施
策
な
ど
の
ソ
フ
ト

事
業
も
対
象
と
な
っ
た
。 

■
農
・
商
・
工
の
連
携 

　「
四
万
十
市
農
商
工
等
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
支
援
事
業
」
に
お
い
て
、
今
年
度
は
商
品

化
着
手
段
階
に
達
し
た
次
の
４
件
に
つ
い
て

支
援
す
る
。 

一
、栗
の
加
工
品
開
発
。
四
万
十
産
の
栗
を
素

　 

材
に
渋
皮
煮
や
甘
露
煮
、
焼
栗
な
ど
の
加 

　 

工
商
品
を
開
発
す
る
も
の
。 

二
、ぶ
し
ゅ
か
ん
の
加
工
品
開
発
。
当
地
域
特

　 

産
の
ぶ
し
ゅ
か
ん
を
素
材
に
ポ
ン
酢
や
ド 

　 

レ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
の
加
工
商
品
を
開
発
す 

　 

る
も
の
。 

三
、地
域
食
材
を
使
用
し
た
”
か
り
ん
と
う
“
の

　 

開
発
。
市
内
で
生
産
さ
れ
る
有
機
野
菜
を 

　 

主
な
素
材
と
し
て
”か
り
ん
と
う
“を
新
た 

　 

に
商
品
開
発
す
る
も
の
。 

四
、ゆ
ず
加
工
品
の
開
発
。「
四
万
十
」
の
商
標 

　 

を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
よ
る
加
工 

　 

商
品
を
開
発
す
る
も
の
。 

　
今
後
も
様
々
な
ア
イ
デ
ア
、提
案
を
取
り
上

げ
、関
係
機
関
と
の
調
整
を
図
り
な
が
ら
総
合

的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
で
、産
業
間
相
互
の

事
業
所
得
向
上
と
雇
用
の
拡
大
、
産
業
振
興
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
進
め
て
い
く
。 

 

■
汽
水
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
８
月
29
日
に「
命
を
は
ぐ
く
む
ゆ
り
か
ご
〜

四
万
十
川
の
汽
水
域
〜
を
考
え
る
」と
題
し
て

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。 

　
四
万
十
川
の
河
口
に
広
が
る
汽
水
域
は
、全

国
に
例
を
見
な
い
豊
か
な
水
域
で
あ
り
、そ
の

価
値
、貴
重
性
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
る
こ
と
が
目
的
。シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
、汽
水
域
を
良
好
な
状
態
で
保
全
す
る
こ

と
は
、四
万
十
川
の
豊
か
な
生
態
系
を
維
持
し

て
行
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
再
認
識

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

　
そ
の
た
め
に
も
河
口
砂
州
の
回
復
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
引
き
続
き
国
・
県
等
の
関
係

機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い
く
。 

              

■
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携 

　
精
神
保
健
関
係
に
つ
い
て
、
市
、
県
福
祉
保

健
所
、家
族
会
等
の
関
係
機
関
で
実
行
委
員
会

を
結
成
し
、
５
月
28
日
に
「
こ
こ
ろ
の
健
康
シ

ン
ポ
ジ
ム
」を
開
催
し
た
。 

　
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
幡
多
福
祉
保
健
所

と
高
知
県
歯
科
医
師
会
幡
多
支
部
が
実
施
し
て

い
る
口
腔
ケ
ア
の
技
術
習
得
研
修
と
連
携
し
、７

月
６
日
に「
四
万
十
市
口
腔
ケ
ア
研
究
委
員
会
」

を
設
置
し
た
。現
在
、高
齢
者
の
在
宅
支
援
、要
介

護
高
齢
者
の
死
因
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
誤

嚥
性
肺
炎
の
予
防
の
た
め
、口
腔
ケ
ア
制
度
の
策

定
に
向
け
て
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
る
。 

　
今
後
は
、①
保
健
・
医
療
・
福
祉
連
携
促
進
の

た
め
の
方
向
づ
け
と
合
意
形
成
を
図
る
た
め 

の
協
議
組
織
設
立
に
向
け
た
連
携
協
議
会
事
業
、 
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②
急
速
に
増
加
し
、多
様
化
し
て
い
る
介
護
関

係
事
業
所
・
職
員
と
地
域
お
よ
び
家
族
介
護
者

の
連
携
を
促
進
す
る
福
祉
介
護
連
携
事
業
、③

医
療
機
関
等
を
対
象
に
し
た
連
携
調
査
、④
連

携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、な
ど
も
実
施
す
る

予
定
。 

 

■
市
民
病
院 

　
９
月
か
ら
内
科
医
１
名
を
迎
え
た
。
こ
れ

で
内
科
医
は
２
名
か
ら
３
名
と
な
り
、
外
来
・

入
院
と
も
に
最
も
患
者
の
多
い
内
科
に
と
っ

て
は
強
い
支
え
に
な
る
。 

　
ま
た
、
外
科
医
１
名
お
よ
び
泌
尿
器
科
医

１
名
か
ら
も
、
来
年
４
月
か
ら
の
就
任
の
内

諾
を
得
た
。 

　
外
科
は
現
在
、
医
師
１
名
で
年
間
２
３
０

件
あ
ま
り
の
手
術
を
行
う
な
ど
、
過
大
な
負

担
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
が
、
２
名
体
制

に
な
れ
ば
、
医
師
の
負
担
軽
減
の
み
な
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
高
度
な
手
術
、
緊
急
の
手

術
に
も
対
応
で
き
る
。 

　
泌
尿
器
科
は
平
成
18
年
４
月
以
降
常
勤
医

が
不
在
。
今
年
の
２
月
か
ら
非
常
勤
医
師
に

よ
る
週
１
回
の
外
来
診
療
を
復
活
し
て
い
る

が
、
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
泌
尿
器
科
に
対

す
る
市
民
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
い
も
の
が

あ
り
、
患
者
数
も
増
え
て
い
る
の
で
、
常
勤
医

就
任
に
よ
り
充
実
し
た
対
応
が
と
れ
る
こ
と

に
な
る
。 

　
医
師
確
保
に
お
い
て
前
向
き
な
動
き
が
で

て
き
た
こ
と
は
、
市
民
の
皆
様
に
安
心
を
与

え
る
こ
と
に
な
り
、
市
民
病
院
に
対
す
る
信

頼
回
復
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

引
き
続
き
医
師
確
保
の
た
め
、
各
方
面
に
強

く
働
き
か
け
て
い
る
。 

              
■
学
校
再
編
、教
育
施
設
の
整
備 

　
西
土
佐
地
域
の
小
学
校
再
編
は
、
地
域
の
関

係
者
の
方
々
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
委
員

で
構
成
す
る「
四
万
十
市
西
土
佐
地
域
新
設
校
準

備
委
員
会
」で
の
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、計
画
の

具
体
化
と
内
容
の
充
実
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
。 

　
校
名
に
つ
い
て
は
、
西
土
佐
地
域
の
皆
様
の

声
を
広
く
反
映
す
る
た
め
、全
世
帯
へ
お
知
ら
せ

し
、公
募
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、地
域
の

協
力
で
新
し
い
学
校
に
全
て
の
子
ど
も
達
が
笑

顔
で
登
校
で
き
る
よ
う
、引
き
続
き
努
力
す
る
。 

　
中
村
小
学
校
の
改
築
に
つ
い
て
は
、平
成
23

年
度
か
ら
の
工
事
着
手
に
向
け
、今
年
度
は
実

施
設
計
を
行
う
。６
月
に
学
校
関
係
者
や
地
域

代
表
者
等
で
構
成
す
る「
四
万
十
市
立
中
村
小

学
校
改
築
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、現
在
、校

舎
等
の
規
模
、
各
室
の
配
置
な
ど
を
含
め
、
改

築
に
あ
た
っ
て
の
基
本
設
計
を
策
定
中
。 

 

■
非
核
平
和
都
市
宣
言 

　
昨
年
４
月
、ア
メ
リ
カ
の
オ
バ
マ
大
統
領
が

プ
ラ
ハ
で
非
核
平
和
の
世
界
実
現
に
む
け
た

決
意
表
明
を
行
い
、ま
た
今
年
の
広
島
の
平
和

記
念
式
典
に
は
国
連
事
務
総
長
と
駐
日
ア
メ

リ
カ
大
使
が
初
め
て
出
席
す
る
な
ど
、非
核
平

和
が
世
界
の
潮
流
に
な
っ
て
い
る
い
ま
、本
市

に
お
い
て
も
、市
民
が
恒
久
平
和
の
も
と
安
全

な
生
活
環
境
を
維
持
で
き
る
よ
う
平
和
行
政

を
進
め
て
い
く
た
め
、そ
の
象
徴
と
な
る
非
核

平
和
都
市
宣
言
を
制
定
す
る
こ
と
と
し
た
。 

　
旧
中
村
市
と
旧
西
土
佐
村
は
と
も
に
宣
言

又
は
決
議
を
行
っ
て
い
た
の
で
、あ
ら
た
め
て

市
民
の
手
に
よ
る
宣
言
と
す
る
た
め
、昨
年
11

月
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、一
般
公
募
等
の
委
員
８
名
に
よ
り
策
定

作
業
を
進
め
、広
報
等
で
市
民
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
、計
５
回
の
検
討
会
議
を
経
て
宣

言
案
を
策
定
し
た
。 

 

■
幸
徳
秋
水
刑
死
百
周
年
記
念
事
業 

　
幸
徳
秋
水
は
自
由
平
等
、非
戦
平
和
の
思
想

を
体
系
化
し
た
さ
き
が
け
で
あ
り
、偉
大
な
思

想
家
、ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
歴
史
に
名
を

刻
ん
で
い
る
。非
核
平
和
が
世
界
の
大
き
な
潮

流
に
な
っ
て
い
る
い
ま
、あ
ら
た
め
て
郷
土
出

身
者
で
あ
る
秋
水
が
果
た
し
た
歴
史
的
役
割

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
来
年
１
年
間
、
官
民
が
一
体

と
な
っ
て
記
念
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

８
月
11
日
、
12
団
体
の
参
加
に
よ
る
第
１
回
実

行
委
員
会
を
開
い
た
。 

 

■
地
域
公
共
交
通 

　
市
内
バ
ス
路
線
に
つ
い
て
、本
年
度
か
ら
四

万
十
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お

い
て
総
合
連
携
計
画
に
基
づ
く
具
体
策
を
順

次
実
施
し
て
い
く
予
定
。中
山
間
地
域
で
の
デ

マ
ン
ド
交
通
は
、
現
在
、
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム

の
構
築
事
業
者
の
選
定
を
終
え
、導
入
予
定
地

域
で
の
エ
リ
ア
設
計
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

年
度
内
の
実
証
運
行
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、中
村
ま
ち
バ
ス
シ
ス
テ
ム
の
更
新
と
運

行
エ
リ
ア
の
拡
大
、１
０
０
円
刻
み
運
賃
の
導

入
、市
民
病
院
な
ど
主
要
施
設
へ
の
バ
ス
の
乗

り
入
れ
、
Ｐ
Ｒ
・
広
報
な
ど
の
利
用
促
進
に
も

取
り
組
ん
で
い
く
予
定
。 

 

■
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
設
置 

　
名
称
を「
四
万
十
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」と

し
10
月
12
日
、「
働
く
婦
人
の
家
」（
右
山
）内
に
設

置
す
る
。専
属
の
消
費
生
活
相
談
員
を
配
置
す
る

こ
と
で
、よ
り
専
門
的
な
相
談
業
務
が
で
き
、消

費
者
問
題
の
未
然
防
止
や
早
期
解
決
が
図
れ
る
。 

 

■
財
政
健
全
化
判
断
比
率
等 

　
平
成
21
年
度
決
算
に
お
け
る
市
の
財
政
健

全
化
判
断
比
率
は
、実
質
赤
字
比
率
は
早
期
健

全
化
基
準
13
・
１
％
に
対
し
て
実
質
赤
字
は
無

く
該
当
な
し
、連
結
実
質
赤
字
比
率
も
同
様
に

早
期
健
全
化
基
準
18
・
１
％
に
対
し
て
連
結
実

質
赤
字
は
無
く
該
当
な
し
。 

　
実
質
公
債
費
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準
25

％（
地
方
債
の
協
議
制
か
ら
許
可
制
へ
の
移
行

基
準
は
18
・
０
％
）
に
対
し
て
17
・
４
％
、
将
来

負
担
比
率
は
早
期
健
全
化
基
準
３
５
０
％
に

対
し
て
１
７
１
・
７
％
。
い
ず
れ
の
指
標
も
基

準
を
下
っ
て
い
る
。 

　
資
金
不
足
比
率
で
は
、と
畜
場
会
計
の
み
不

足
が
生
じ
て
い
る
が
、経
営
健
全
化
基
準
20
％

に
対
し
て
1.2
％
と
基
準
内
。資
金
不
足
は
平
成

22
年
度
に
は
解
消
さ
れ
る
見
込
。 

高知大医学部生の医療体験 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
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　これらの寄付金は四万十川の清流保全のための費用として有効に活用させていただきます。 
　　　　 

　 　
四
万
十
川
下
流
域
の
、海
水
と
淡
水
の
混
じ
り
合
っ
た
汽
水
域
は
、ス
ジ
ア

オ
ノ
リ
、ア
オ
サ
の
生
育
場
所
で
あ
り
、ま
た
、ア
カ
メ
な
ど
の
希
少
魚
種
を
は

じ
め
2
0
0
種
以
上
の
魚
種
が
生
息
す
る
、全
国
的
に
も
例
を
見
な
い
豊
か
な

水
域
で
あ
り
、学
術
的
に
も
貴
重
な
も
の
と
し
て
文
科
省
か
ら「
重
要
文
化
的

景
観
」に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
市
で
は
こ
の
汽
水
域
の
環
境
や
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
命

を
は
ぐ
く
む
ゆ
り
か
ご 

〜
四
万
十
川
の
汽
水
域
〜 

を
考
え
る
」を
8
月
29
日

に
市
立
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

○
基
調
講
演 

　「
汽
水
域
」
の
環
境
に
つ
い
て
、
四
万
十
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
研
究
さ
れ

て
い
る
、
西
日
本
科
学
研
究
所
の
東
健
作
さ
ん
と
和
吾
郎
さ
ん
に
、「
命
を

は
ぐ
く
む
ゆ
り
か
ご
と
し
て
の
河
口
域
の
意
義
」
、「
ア
オ
ノ
リ
等
を
は
ぐ

く
む
栄
養
塩
供
給
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
講
演
が
あ
り
、
昨
年

度
は
河
口
域
で
の
ア
ユ
の
稚
魚
の
ふ
化
が
前
年
よ
り
遅
く
サ
イ
ズ
が
小
さ

か
っ
た
こ
と
や
、
今
年
度
に
お
い
て
は
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
が
栄
養
塩
の
不
足

で
色
落
ち
し
た
漁
場
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

 

あ
ず
ま
 

に
ぎ
 

 

 ※
写
真
左
か
ら
 

　
山
　
清
実
さ
ん(

漁
業
者)

、
植
田
英
久
さ
ん

　(
観
光
業
者)

、
田
中
全
市
長
、
松
浦
秀
俊
・
県

　
土
佐
清
水
漁
業
指
導
所
長（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
タ
ー
）　
 

■ 財団法人 四万十市体育協会（会長 田頭文吾郎）さまより、第17回 四万十川水泳マラソンの 
　参加費の中からご寄付をいただきました。 

■ 高知工科大学名誉教授 坂本東男さま、レジ袋削減推進会議（会長 杉本整史）さまから 
　ご寄付をいただきました。 

四万十川清流保全基金への寄付のお礼 

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

　
川
漁
師
、観
光
業
者
、市
長
の
3
名
の
パ
ネ
ラ
ー
か
ら
、 

 

①
こ
こ
10
年
で
河
床
の
上
昇
や
砂
州
の
消
失
な
ど
、
汽
水
域
の
環
境
が

　
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
漁
獲
が

　
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。 

②
特
に
今
年
は
、河
口
域
の
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
の
生
育
が
悪
く
、専
業
漁
師

　
と
し
て
大
変
深
刻
に
受
け
と
め
て
い
る
。河
床
の
変
化
は
、観
光
遊
覧

　
船
の
運
航
に
も
影
響
が
出
て
き
て
い
る
。 

③
四
万
十
川
の
魅
力
は
、
上
流
か
ら
下
流
ま
で
恩
恵
を
受
け
て
生
活
し

　
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
特
に
汽
水
域
 

　
は
、大
切
な
水
域
と
な
っ
て
お
り
、こ
の
環
境
を
守
る
た
め
に
砂
州
の

　
復
元
を
願
っ
て
い
る
。 

④
四
万
十
川
流
域
の
文
化
的
景
観
は
四
万
十
川
の
自
然
と
人
々
の
生
活

　
の
か
か
わ
り
に
よ
っ
て
で
き
た
景
観
で
あ
り
、今
で
も
深
い
か
か
わ

　
り
が
続
い
て
い
る
汽
水
域
の
環
境
は
保
全
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 　
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
あ
と
、参
加
者
も
加
わ
り
、活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
て
、
汽
水
域

の
保
全
は
、
四
万
十
川
の
豊
か
な
生
態

系
を
維
持
し
て
行
く
う
え
で
欠
か
せ

な
い
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
そ
の
た
め
に
も
河
口
砂
州
の
回
復

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
国
、
県
な
ど

の
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
 

　
四
万
十
市
は
、宿
毛
市
と
の
複
眼
型
中
心
市
と
し
て
、8
月
31
日
に「
幡
多
地
域
定
住
自
立

圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ
ン
は
、定
住
自
立
圏
構
想
に
基
づ
き
、定
住
自
立
圏
形
成
協
定

の
締
結
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
圏
域
を
対
象
と
し
て
、圏
域
の
将
来
像
や
、協
定
に
基
づ
き
推

進
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
記
載
し
た
も
の
で
す
。 

【

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
載
し
た
主
な
具
体
的
事
業
（
取
組
み
）
】
 

・
産
業
振
興
…
滞
在
型
・
体
験
型
観
光
の
推
進
 

　
①
幡
多
地
域
観
光
圏
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
 

　
②
観
光
資
源
活
用
・
賑
わ
い
創
出
事
業
 

　
③
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
組
織
強
化
事
業
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
全
4
事
業
 

・
教
育
・
文
化
…
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
 

　
①
図
書
館
シ
ス
テ
ム
整
備
・
管
理
運
営
事
業
　
 

　
②
図
書
館
横
断
検
索
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業
 

　
③
図
書
館
相
互
貸
借
促
進
事
業
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
全
4
事
業
 

○
結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
 

・
地
域
公
共
交
通
…
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
 

　
①
高
知
西
南
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合
事
業
 

　
②
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
経
営
助
成
基
金
造
成
事
業
 

　
③
宿
毛
佐
伯
フ
ェ
リ
ー
宿
毛
佐
伯
航
路
運
行
経
費
支
援
事
業
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
全
6
事
業
 

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ(

情
報
通
信
技
術)

イ
ン
フ
ラ
整
備
…
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
促
進
 

　
①
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
 

　
②
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
経
営
安
定
化
支
援
事
業
 

　
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
研
究
等
事
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
全
3
事
業
 

○
圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
強
化
 

・
人
材
の
育
成
・
交
流
と
外
部
か
ら
の
人
材
の
確
保
 

　
①
幡
多
広
域
観
光
協
議
会
専
門
家
招
へ
い
事
業
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
 
全
2
事
業
 

「
定
住
自
立
圏
構
想
」
と
は
？
 

　
人
口
5
万
人
程
度
の
市
を
「
中
心
市
」（
四
万
十
市
は
宿
毛
市
と
の
複
眼

型
中
心
市
）
と
し
て
、
周
辺
の
市
町
村
と
協
定
に
よ
り
圏
域
を
形
成
し
、
医

療
や
産
業
振
興
、
交
通
と
い
っ
た
機
能
を
役
割
分
担
し
、
互
い
に
連
携
・
協

力
す
る
で
、
圏
域
全
体
と
し
て
「
定
住
」
の
た
め
の
暮
ら
し
に
必
要
な
機
能

を
確
保
し
、「
自
立
」
の
た
め
の
経
済
基
盤
や
地
域
の
誇
り
を
培
い
、
地
域

全
体
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
く
構
想
で
す
。
 

○
 
問
い
合
わ
せ
先
 
○
　
企
画
広
報
課
 
企
画
調
整
係
　
�
（
3
4
）
1
1
2
9
　
　
　

○
生
活
機
能
の
強
化
 

・
医
　
療
…
高
度
医
療
・
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
 

　
①
地
域
連
携
ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
事
業
　
　
　
　
 

　
②
電
子
カ
ル
テ
情
報
の
公
開
（
共
有
化
）
事
業
 

　
�
医
療
関
係
者
等
技
術
研
修
事
業
　
　
　
　
　
 

　
�
適
正
受
診
啓
発
事
業
 

　
�
四
万
十
市
立
市
民
病
院
医
師
応
援
派
遣
事
業
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
　
　
　
　
　
　
全
11
事
業
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先
月
号
か
ら「
地

域
公
共
交
通
総

合
連
携
計
画
」
の

基
本
方
針
ご
と

の
具
体
的
な
施

策
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
月
は
4
つ
の

基
本
方
針
の
う
ち
、

２
つ
目
の
「
安
心

し
て
暮
ら
せ
る

公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
」
に

つ
い
て
で
す
。 

２）安心して暮らせる公共交通サービスの提供 ＜基本方針＞ 

〈項　目〉
 

　
こ
れ
ら
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
と
市
の
財
政
状
況
な
ど
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら
、
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。
 

(市)企画広報課 企画調整係 　�（３４）１１２９ 問い合わせ先 

�　交通空白地域の解消 交通空白地域の解消 

〈具 体 施 策 内 容〉 

��運賃の割引　 100円刻み運賃の導入 
免許返納サポート制度の拡充 

バスマップの全戸配布 
ホームページの充実 

��情報提供の充実 

「
地
域
公
共
交
通
総
合
連
携
計
画
」
に
つ
い
て
④ 

■
現
状
・
背
景:

地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の「
バ
ス
を
利
用
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
 

　
　
　
　
　
　
　
ス
」で
、「
時
刻
表
、路
線
図
、運
賃
な
ど
の
情
報
提
供
を
充
実
す
る
」が
2
番
 

　
　
　
　
　
　
　
目
に
高
か
っ
た
。情
報
提
供
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、 

　
　
　
　
　
　
　
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、ま
だ
身
近
な
情
報
源
と
は
い
え
な
い
。 

▼
施
策
の
内
容
　
路
線
図
、時
刻
表
、運
賃
表
が
1
枚
に
収
ま
っ
た
バ
ス
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、広
 

　
　
　
　
　
　
　
報
等
に
合
わ
せ
て
全
世
帯
に
配
布
す
る
。 

バ
ス
マ
ッ
プ
の
全
戸
配
布
 

■
現
状
・
背
景:

高
齢
者
の
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
る
。現
在
の
65
歳
以
上
の
免
許
保
有
率

　
　
　
　
　
　
　
は
約
50
％
だ
が
、高
齢
化
に
伴
っ
て
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。 

▼
施
策
の
内
容
　
運
転
免
許
を
返
納
し
た
65
歳
以
上
の
人
に
対
し
て
、現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
 

　
　
　
　
　
　
　
高
知
西
南
交
通
や
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
の
割
安
な
定
期
券
な
ど
を
利
用
で
 

　
　
　
　
　
　
　
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
市
の
有
償
運
送
バ
ス
に
も
導
入
す
る
な
ど
、制
度
を
拡
充
 

　
　
　
　
　
　
　
す
る
。 

免
許
返
納
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
拡
充
 

■
現
状
・
背
景:

地
域
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の「
バ
ス
を
利
用
し
続
け
る
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
 

　
　
　
　
　
　
　
ス
」
で
、「
運
賃
を
安
く
す
る
」
が
3
番
目
に
高
く
、
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
で
 

　
　
　
　
　
　
　
は
最
も
高
か
っ
た
。現
行
の
運
賃
体
系
は
10
円
刻
み
で
、降
車
時
の
運
賃
精
 

　
　
　
　
　
　
　
算
に
時
間
が
か
か
る
。 

▼
施
策
の
内
容
　
市
内
を
運
行
す
る
バ
ス
に
つ
い
て
、1
0
0
円
刻
み
の
運
賃
を
導
入
す
る
。 

1
0
0
円
刻
み
運
賃
の
導
入
 

■
現
状
・
背
景:

市
内
に
は
公
共
交
通
が
通
っ
て
い
な
い
交
通
空
白
地
域
が
あ
り
、高
齢
化
が

　
　
　
　
　
　
　
進
む
中
で
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な
い
「
交
通
弱
者
」
の
日
常
生
活
の
足
と
 

　
　
　
　
　
　
　
し
て
、公
共
交
通
機
関
の
存
在
意
義
が
高
ま
っ
て
い
る
。 

▼
施
策
の
内
容
　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
便
乗
や
幹
線
バ
ス
の
主
要
な
バ
ス
停
へ
の
接
続
を
図
 

　
　
　
　
　
　
　
り
、市
民
の
生
活
の
足
を
確
保
す
る
。 

交
通
空
白
地
域
の
解
消
 



　
田
出
ノ
川
地
区
で
、
9
月
17
日
、
市
有
林
か
ら
搬
出

さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
を
ふ
ん
だ
ん
に
利
用
し
た
展
示
住
宅

の
棟
上
げ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、四
万
十
市
の
山
々
で
育
っ
た
木
々
の
良
さ

を
あ
ら
た
め
て
体
験
・
実
感
し
て
も
ら
い
な
が
ら
、
全

国
で
も
有
数
の
蓄
積
を
誇
る
ヒ
ノ
キ
の
利
活
用
を
促

進
す
る
た
め
の
事
業
で
す
。 

　
山
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
ヒ
ノ
キ
は
、し
っ
か
り
と
力

強
く
躯
体
を
支
え
、天
然
乾
燥
に
よ
る
ほ
の
か
な
赤
身

を
携
え
な
が
ら
、四
万
十
川
を
見
下
ろ
し
て
い
ま
す
。 

　
四
万
十
川
の
ほ
と
り
に
た
た
ず
む
、市
が
誇
る
ヒ
ノ

キ
を
使
っ
た
展
示
住
宅
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。 

移
住
者
の
声
　
―
山
沖
さ
ん
と
一
問
一
答
―
 

　
 

　
―
―
―
　
黒
潮
町
出
身
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
四
万
十
市
に
も

　
　
　
　
　
ご
縁
が
あ
っ
た
と
か
。 

山
沖

:

親
の
勤
務
地
の
関
係
で
、
11
歳
か
ら
3
年
間
、
西
土
佐
に

　
　
　
住
ん
で
い
ま
し
た
。
 

　
―
―
―
　
開
業
に
あ
た
っ
て
周
り
の
反
応
は
。 

山
沖

:

京
都
の
友
人
か
ら
は
、
高
知
県
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
と
、

　
　
　
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
多
く
の
人
が
移
住
に
興
味
を
持
っ
て

　
　
　
い
る
よ
う
で
す
が
、
縁
の
な
い
地
域
に
は
な
か
な
か
行
き

　
　
　
づ
ら
く
、
仕
事
や
収
入
の
関
係
で
二
の
足
を
踏
む
こ
と
も

　
　
　
あ
る
よ
う
で
す
。 

　
―
―
―
　
開
業
さ
れ
て
か
ら
1
カ
月
と
少
し
経
過
し
ま
し
た
が
、

　
　
　
　
　
お
仕
事
は
順
調
で
す
か
。
 

山
沖

:

お
か
げ
さ
ま
で
、
既
に
い
く
つ
か
の
仕
事
を
い
た
だ
い
て

　
　
　
い
ま
す
。 

　
―
―
―
　
西
土
佐
で
事
務
所
を
開
く
こ
と
に
不
安
は
あ
り
ま
せ

　
　
　
　
　
ん
で
し
た
か
。 

山
沖

:

実
際
に
開
業
す
る
ま
で
は
多
少
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、

　
　
　
司
法
書
士
は
全
国
津
々
浦
々
に
い
る
ん
だ
と
い
う
理
念

　
　
　
を
全
う
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

　
　
　
は
、
地
域
の
方
々
か
ら
の
来
て
く
れ
て
よ
か
っ
た
と
い
う

　
　
　
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
―
―
―
　
最
後
に
抱
負
を
お
願
い
し
ま
す
。 

山
沖

:

地
域
の
相
談
役
と
し
て
、
お
役
に
た
て
る
よ
う
に
頑
張
り

　
　
　
ま
す
。 

　
6
月
に
企
画
広
報
課
に
移
住
の
相
談
に
来
ら
れ
た
時
に
は
、
と
て
も

柔
和
で
腰
の
低
い
方
と
い
う
印
象
で
し
た
が
、
事
務
所
へ
取
材
に
行
っ

て
み
て
、
熱
意
や
行
動
力
も
併
せ
持
つ
人
柄
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
 

 

●移住に関する問い合わせ先●　(市)企画広報課 企画調整係　�	
��

��　 

　「
J
タ
ー
ン
」を
ご
存
知
で
す
か
。 

 　
地
方
か
ら
都
会
へ
移
り
住
ん
だ
人
が
、
故
郷
へ
帰
っ

て
来
る
の
が
U
タ
ー
ン
。
都
会
か
ら
縁
の
な
い
田
舎
へ

移
り
住
む
の
が
I
タ
ー
ン
。地
方
か
ら
都
会
に
移
り
、故

郷
近
く
ま
で
戻
っ
て
住
む
こ
と
を
J
タ
ー
ン
と
言
い
ま

す
。 

　
そ
の
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
に
来
ら
れ
た
方
を
ご
紹
介

し
ま
す
。 

 　
山
沖
直
樹
さ
ん
、30
歳
。職
業
は
司
法
書
士
。 

　
西
土
佐
地
区
を
中
心
に
永
く
活
躍
さ
れ
た
竹
内
熊
男

さ
ん
の
勇
退
に
伴
い
、
司
法
書
士
不
在
地
域
と
な
っ
て

い
た
西
土
佐
地
域
に
、
今
年
の
８
月
に
新
た
に
事
務
所

を
開
業
し
ま
し
た
。 

　
山
沖
さ
ん
は
黒
潮
町

出
身
で
、
京
都
に
10
年

間
住
み
、
そ
の
間
京
都

大
学
法
学
部
を
卒
業
し
、

司
法
書
士
試
験
に
合
格

し
ま
し
た
。
所
定
の
研

修
を
終
え
た
後
、
京
都

か
高
知
市
で
開
業
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
し
た

が
、
熱
心
に
誘
っ
て
く

れ
る
方
が
あ
り
、
西
土

佐
で
開
業
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
に
よ
る

四
万
十
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
 

　
　
　
　
展
示
住
宅
棟
上
げ

　
　
　
　
展
示
住
宅
棟
上
げ
 

四
万
十
ヒ
ノ
キ
に
よ
る
 

　
　
　
　
展
示
住
宅
棟
上
げ
 

●
問
い
合
わ
せ
先
●
 

(

市)

農
林
課
　林
業
振
興
係
　
��


�
�





�
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平
成
22
年
10
月
号 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 

わ
た
し
の
移
住
計
画

わ
た
し
の
移
住
計
画
 

　
　
〜

　
　
〜
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜

タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜
 

わ
た
し
の
移
住
計
画

わ
た
し
の
移
住
計
画
 

　
　
〜

　
　
〜
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜

タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜
 

わ
た
し
の
移
住
計
画

わ
た
し
の
移
住
計
画
 

　
　
〜

　
　
〜
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜

タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜
 

わ
た
し
の
移
住
計
画

わ
た
し
の
移
住
計
画
 

　
　
〜

　
　
〜
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜

タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜
 

わ
た
し
の
移
住
計
画
 

　
　
〜
J
タ
ー
ン
で
西
土
佐
へ
〜
 



 

10 
 

平
成
22
年
10
月
号 

【
注
意
】
 

　
　
申
請
は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
着
手
前
に
行
う
こ
と
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
　
工
事
開
始
後
の
申
請
で
は
補
助
金
が
交
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

　
く
だ
さ
い
。
 

○
補
助
対
象
者
 

　
・
自
ら
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
人
 

　
・
自
ら
が
居
住
す
る
た
め
に
市
内
の
シ
ス
テ
ム
付
き
新
築
住
宅
を
購
入

　
　
す
る
人
 

　
※
市
税
の
滞
納
が
あ
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。
 

○
補
助
金
額
 

　
出
力
１
kw
あ
た
り
３
万
円（
上
限
12
万
円
ま
で
）　
 

○
申
請
方
法
 

　
　
申
請
書
と
申
請
に
必
要
な
書
類
を
添
付
し
て
地
球
環
境
課
ま
で
提
出

　
し
て
く
だ
さ
い
。(

先
着
順
）
 

　
　
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
地
球
環

　
境
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

○
そ
の
他
 

　
　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
人
に
は
、
売
電
量
お
よ
び
買
電
量
の
デ
ー

　
タ
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
●
 

　
　
　
　
　(

市)

地
球
環
境
課
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市
で
は
、地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
を
推
進
す
る
た
め
、太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
住
宅
用
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
人
に
、そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。 

　
当
初
予
定
し
て
い
た
補
助
金
は
な
く
な
り
終
了
し
て
い
ま
し
た
が
、要
望

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
再
度
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
10
月
20
日

（
水
）か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。 

��V

STUV�¾�
[\W]^_h

�¿UV

平
成
22
年
度
 

テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

冷
凍
庫
、洗
濯
機

洗
濯
機
・
 

　
乾
燥
機

　
乾
燥
機
は
家
電
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
機
器

対
象
機
器
で
す
 

テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫

冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、

冷
凍
庫
、洗
濯
機

洗
濯
機
・
 

　
乾
燥
機

　
乾
燥
機
は
家
電
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
機
器

対
象
機
器
で
す
 

テ
レ
ビ
、エ
ア
コ
ン
、冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫
、洗
濯
機
・
 

　
乾
燥
機
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象
機
器
で
す
 

³À´

³Á´

��VZ��W]u7
�¿UVÂ�WY0

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
二
次
募
集
 



■ 現在調査中の地区･･･中村、下田、後川、八束、東中筋 
◆ 具同、東山、蕨岡は全地区未調査です。 

中筋、大川筋、富山、西土佐については全地区の調査が終了しました。ご協力ありがとうございました。 

家屋全棟調査 進捗状況 家屋全棟調査 進捗状況 家屋全棟調査 進捗状況 

● 問い合わせ先 ●　　（本　　庁）税務課 資産税係 �(35)4428　（総合支所）総務課 税務係　 �(52)1111

　　　　　　　調査済家屋課税台帳件数 11,258 

　　　　　　　全家屋課税台帳件数　    23,606
 × 100 ＝ 47.7 ％ 調査進捗率： 

（9月初旬現在） 
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平
成
22
年
10
月
号 

市
　
政

市
　
政 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 

 

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】 

　
　
（
本

　    

庁
）税
務
課 

資
産
税
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
3
5
）4
4
2
8 

    

　（
総
合
支
所
）総
務
課 

税
務
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
5
2
）1
1
1
1

　
平
成
22
年
1
月
1
日
に
四
万
十
市
に
居
住
し
て
い
る
人

は
、
前
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
所
得
内
容

な
ど
に
応
じ
て
、市
県
民
税
申
告
が
必
要
で
す
。申
告
が
ま

だ
の
人
は
、早
急
に
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
申
告
の
要
否
な
ら
び
に
必
要
な
書
類
等
の
確
認

は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
告
が
無
い
た
め
各
種
所
得
控
除
が
適
用
さ
れ
ず
に
住

　
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、
申
告

　
す
る
こ
と
で
税
額
が
減
額
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
住
民
税
の
申
告
が
国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
を
兼
ね
て

　
い
ま
す
。国
民
健
康
保
険
税
で
は
、加
入
世
帯
員
の
合
計

　
所
得
に
応
じ
て
税
額
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で

　
収
入
が
無
い
場
合
も
、
そ
の
旨
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
、公
営
住
宅
、児
童
扶
養

　
手
当
、ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
、就
学
援
助
ほ
か

　
各
種
申
請
に
お
い
て
、
申
告
内
容
の
確
認
や
所
得
証
明

　
書
の
提
出
が
必
要
な
際
に
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り

　
ま
す
。 

【 問い合わせ・連絡先 】 

　
土
地
、家
屋
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
異
動

が
あ
っ
た
と
き
は
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

■
土
地
の
地
目（
宅
地
、田
、畑
、山
林
、原
野
、

　
雑
種
地
）に
変
更
が
あ
っ
た
場
合 

 

■
家
屋
の
新
築
、増
築
な
ど
で
面
積
の
異
動

　
が
あ
っ
た
場
合
な
ら
び
に
、取
り
壊
し
が

　
あ
っ
た
場
合 

 

※
固
定
資
産
税
は
、毎
年
１
月
１
日（「
賦
課

　
期
日
」
と
い
い
ま
す
）
に
土
地
、
家
屋
、
償

　
却
資
産
（
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
「
固
定
資

　
産
」
と
い
い
ま
す
）
を
所
有
し
て
い
る
人

　
が
そ
の
固
定
資
産
の
価
格
を
も
と
に
算

　
定
さ
れ
ま
す
。 

（本    庁）　税務課 収納係　　�（35）5552　　（総合支所）総務課 税務係　�（52）1111

（
本
　
　
庁
）　
税
務
課 

市
民
税
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
１
１
２ 

（
総
合
支
所
）　
総
務
課 

税
務
係 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
５
２
）１
１
１
１ 

申
告
す
る
と
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
告
す
る
と
減
額
措
置
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す 

 

　本庁税務課窓口では、平日の昼休み（12時～13時）も市税の収納業務を行っています。 

また、納期限までに納税が難しい人は、納税相談もお受けします。 

税務課からのお知らせ 

市税納付は納期限内にお願いします 市税納付は納期限内にお願いします 市税納付は納期限内にお願いします 昼休みも、納税相談を行っています昼休みも、納税相談を行っています 

土
地
、

土
地
、家
屋
の
異
動
は

家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、

土
地
、家
屋
の
異
動
は

家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か 

土
地
、家
屋
の
異
動
は 

　
　
　
　
　
あ
り
ま
せ
ん
か 
平
成
平
成
22
年
度
市
県
民
税
の

年
度
市
県
民
税
の 

　
　
　
　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か 

平
成
平
成
22
年
度
市
県
民
税
の

年
度
市
県
民
税
の 

　
　
　
　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か

　
　
　
　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か 

平
成
22
年
度
市
県
民
税
の 

　
　
　
　
　
申
告
は
お
済
み
で
す
か 

【
問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先
】 
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平
成
22
年
10
月
号 

第
４
回 

中
村
地
区
合
同
防
災
訓
練 

9
5 日 

四
万
十
川
こ
ど
も
演
劇
祭 

「
忍
者
ま
ち
を
走
る
！
黒
マ
ン
ト
団
」 

8
26
木 

　
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と
、そ
の
保
護
者
た
ち
が
忍
者
に
扮
し
て
街

の
中
で
遊
ぶ
と
い
う
催
し
が
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
と
天
神
橋
商
店
街
で

行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
は
、共
に
遊
び
合
い
関
わ
り
合
う
中
で
、一
人

ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
表
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、忍
者
修
行
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。 

　
チ
ー
ム
ご
と
に
天
神
橋
商
店
街
に
繰
り
出
し
て
、黒
マ
ン
ト
団
の
襲

撃
を
変
身
の
術
で
か
わ
し
な
が
ら
、
お
宝
を
道
場
主
（
商
店
主
）
に
届

け
ま
す
。普
段
は
な
じ
み
の
あ
る
商
店
街
が
、子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
新
た
な
一
面
を
展
開
し
、
参
加
者
同
士
だ
け
で

は
な
く
、そ
の
地
域
の
人
々
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。 

　
最
後
に
一
條
神
社
の
境
内
で
、チ
ャ
ン
バ
ラ
大
会
を
行
い
ま
し
た
。お

と
な
チ
ー
ム
と
こ
ど
も
チ
ー
ム
と
に
分
か
れ
て
、相
手
の
陣
地
に
あ
る

旗
を
早
く
手
に
い
れ
た
方
の
勝
ち
で
す
。60
人
あ
ま
り
が
新
聞
紙
の
刀

を
手
に
し
、境
内
の
中
を
所
狭
し
と
駆
け
回
っ
て
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。 

と
み
や
ま
酒
米
収
穫 

9
22
水 

　
９
月
５
日
、四
万
十
川
お
祭
り

広
場
で
中
村
地
区
防
災
連
絡
協

議
会
主
催（
市
、四
万
十
消
防
署
、

四
万
十
市
消
防
団
中
村
方
面
隊

中
村
分
団
共
催
）に
よ
る
防
災
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。  

　
こ
の
訓
練
は
地
震
・
風
水
害
な

ど
の
災
害
発
生
時
の
対
応
力
の

向
上
充
実
と
、地
区
内
各
自
主
防

災
組
織
な
ら
び
に
関
係
機
関
と

の
緊
密
な
連
携
体
制
の
強
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
ず
始
め
に
、四
万
十
消
防
署
員
に
よ
る
人
工
呼
吸
お
よ
び
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
心
肺
蘇
生
法
と
、Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）の
使
用
方
法
に
つ
い
て
の
講
習
と
実
践
練
習
を
行
い

ま
し
た
。そ
の
後
、消
火
器
を
使
用
し
た
消
火
訓
練
や
、土
の
う
作

り
、担
架
、ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
緊
急
時

に
お
け
る
資
機
材
の
使
用
に
つ
い

て
訓
練
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、土

の
う
作
り
は
内
水
・
集
中
豪
雨
災

害
に
備
え
て
今
回
初
め
て
訓
練
さ

れ
た
も
の
で
す
。 

　
最
後
に
は
四
万
十
市
消
防
団
中

村
方
面
隊
中
村
分
団
に
よ
る
中
継

放
水
（
火
災
の
現
場
か
ら
離
れ
た

場
所
に
水
利
が
あ
る
場
合
、
複
数

台
の
ポ
ン
プ
車
を
経
由
し
て
水
を

送
る
と
い
う
方
法
）
訓
練
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。 

　
９
月
22
日
、大
西
ノ
川
の
田
ん
ぼ
で
、と
み
や
ま
酒
米

生
産
部
に
よ
る
、酒
米
の
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
こ
の
稲
刈
り
、晴
天
の
な
か
収
穫
す
る
の

は
地
酒
　
純
米
吟
醸「
と
み
や
ま
」の
原
料
と
な
る
酒
米「
吟
の
夢
」で
す
。 

　
神
事
が
無
事
終
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
、集
ま
っ
た
生
産
者
・
オ
ー
ナ
ー

達
に
よ
っ
て
稲
刈
り
が
行
わ
れ
、参
加
し
た
地
元
大
用
小
学
校
の
生
徒

た
ち
は
、手
際
よ
く
刈
り
取
っ
た
稲
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、国
際
交
流
員
の
姚
剣
さ
ん
は
初
め
て
の
稲
刈
り
に
苦
戦
、額
か

ら
汗
を
流
し
て
一
所
懸
命
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

　
今
回
収
穫
し
た
酒
米「
吟
の
夢
」と
四
万
十
川
伏
流
水
を
原
料
に
作
ら

れ
る
の
が
、純
米
吟
醸「
と
み
や
ま
」で
す
。販
売
は
オ
ー
ナ
ー
制（
先
着

８
０
０
口
）と
な
っ
て
お
り
、現
在
オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 

● 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 
● 

　
藤
娘
酒
造（
株
）「
と
み
や
ま
」専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
� 
０
９
０-

５
２
７
２-

８
４
９
３ 
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掲
示
板 

８
月
16
日
〜
９
月
15
日 

８
月
16
日
　
八
束
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
野
球
優
勝
報
告 

　
　
18
日
　
非
核
平
和
都
市
宣
言
検
討
委
員
会
報
告 

　
　
19
日
　
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会 

　
　
21
日
　
京
町
新
街
路
灯
落
成
納
涼
祭 

　
　
23
日
　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
施
設
工
事
安
全
祈
願
祭 

　
　
　
　
　
市
民
病
院
協
力
病
院
訪
問 

　
　
　
　
　
幡
多
医
療
道
場
講
演
会
講
師 

　
　
24
日
　
幡
多
地
区
農
業
委
員
全
員
研
修
会 

　
　
25
日
　
幡
多
地
区
人
権
合
同
研
修
会 

　
　
26
日
　
高
知
放
送
訪
問（
高
知
市
） 

　
　
　
　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
取
締
役
会（
同
） 

　
　
　
　
　
高
知
県
山
の
み
ち
地
域
づ
く
り
推
進 

　
　
　
　
　
協
議
会
総
会（
同
） 

　
　
27
日
　
西
土
佐
地
域
新
設
校
準
備
委
員
会 

　
　
28
日
　
市
民
祭（
し
ま
ん
と
納
涼
花
火
大
会
） 

　
　
29
日
　
汽
水
域
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
　
31
日
　
飲
料
販
売
業
者
要
望
受 

　
　
　
　
　
西
土
佐
本
村
地
区
Ｐ
Ｔ
Ａ
要
望
受 

　
　
　
　
　
幡
多
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
市
町
村
長
会 

９
月
１
日
　
金
婚
夫
婦
祝
福
式
典 

　
　
　
　
　
四
万
十
満
喫
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー 

　
　
２
日
　
陸
上
自
衛
隊
と
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ラ
ソ
ン 

　
　
　
　
　
協
力
調
印
式（
香
南
市
） 

　
　
　
　
　
四
万
十
市
医
師
会
訪
問 

　
　
　
　
　
川
西
修
氏
安
藤
百
福
記
念
賞
受
賞
祝
賀
会 

　
　
４
日
　
市
民
大
学
閉
講 

　
　
６
日
　
９
月
議
会
定
例
会（
〜
24
日
） 

　
　
７
日
　
市
民
病
院
医
師
辞
令
交
付
式 

　
　
　
　
　
幡
多
地
域
産
振
計
画
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
会
議 

　
　
９
日
　
救
急
医
療
連
絡
協
議
会 

　
　
12
日
　
敬
老
会 

　
　
13
日
　
交
通
安
全
啓
発
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊 

　
　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式 

        

　
中
村
は
別
格
で
す
。 

　
九
月
二
十
二
、
二
十
三
日
、
全
国
京
都
会
議

に
出
席
し
て
き
ま
し
た
。 

　
会
議
の
メ
ン
バ
ー
は
「
小
京
都
」
と
い
わ
れ

る
京
都
に
ゆ
か
り
の
あ
る
ま
ち
。互
い
に
観
光

面
で
提
携
し
、イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

こ
う
と
い
う
目
的
で
昭
和
六
十
年
に
発
足
し
、

現
在
会
員
は
全
国
四
十
六
市
町
で
す
。 

　
毎
年
持
ち
回
り
で
総
会
を
開
い
て
い
ま
す

が（
中
村
も
過
去
二
回
開
催
）、今
年
は
京
都
市

観
光
協
会
設
立
五
十
周
年
を
記
念
し
、事
務
局

で
も
あ
る
本
家
京
都
市
で
の
開
催
と
な
り
、門

川
大
作
京
都
市
長
も
出
席
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
議
発
足
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
わ

が
中
村
で
す
。京
都
市
長
が
冒
頭
挨
拶
で
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。昭
和
五
十

七
年
の
こ
と
。中
村
か
ら
一
條
大
祭
に
使
う
御

神
火
を
京
都
下
鴨
神
社
に
も
ら
い
に
行
っ
た

一
行
が
京
都
市
観
光
協
会
に
挨
拶
に
出
向
い

た
と
こ
ろ
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
京
都
と
の
つ
な

が
り
を
大
事
に
し
て
い
る
、京
都
以
上
に
京
都

ら
し
い
ま
ち
が
あ
る
こ
と
に
感
激
を
さ
れ
、そ

の
三
年
後
、中
村
を
モ
デ
ル
に
会
議
が
発
足（
当

初
二
十
六
市
町
）し
た
の
で
す
。 

　
会
員
資
格
は
特
に
な
く
、希
望
す
れ
ば
ど
こ

で
も
入
れ
ま
す
の
で
、
風
景
が
似
て
い
る
、
古

い
町
並
み
が
残
っ
て
い
る
と
か
だ
け
の
自
称

組
も
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
だ
け
に
会

員
み
ん
な
ほ
ん
も
の
の
小
京
都
中
村
に
は
一

目
を
置
い
て
お
り
、私
は
挨
拶
の
さ
い
熱
い
視

線
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
村
井
泰
彦
著
『
小
京
都
へ
』（
平
凡
社
）
に
よ

れ
ば
、歴
史
的
存
在
と
し
て
の
小
京
都
の
う
ち

代
表
的
な
も
の
は
土
佐
中
村
、
周
防
山
口
、
越

前
一
乗
谷
の
三
つ
で
あ
り
、土
佐
中
村
は
公
家

的
小
京
都
の
唯
一
の
例
と
書
い
て
い
ま
す
。 

　
最
近
出
版
さ
れ
た
須
田
京
介
の
小
説『
土
佐

一
條
家
異
聞
―
清
流
四
万
十
川
に
立
つ
』（
神

戸
新
聞
社
）は
、寺
社
・
公
家
に
よ
る
荘
園
支
配

が
崩
れ
つ
つ
あ
っ
た
十
五
世
紀
後
半
に
お
い

て
、公
家
大
名
に
見
事
に
変
身
し
た
一
條
教
房

を
学
問
の
家
柄
の
公
家
ら
し
か
ら
ぬ
武
家
的

性
格
を
あ
わ
せ
も
っ
た
た
く
ま
し
い
指
導
者

と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。領
地
支
配
に
と
っ
て

公
家
の
威
光
は
絶
大
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、教

房
に
は
幡
多
土
着
の
国
人
た
ち
の
心
も
つ
か

む
包
容
力
と
人
間
味
も
あ
っ
た
の
で
す
。い
ち

じ
ょ
こ
（
一
條
公
）
さ
ん
と
今
で
も
慕
わ
れ
る

所
以
で
す
。 

　
土
佐
一
條
家
は
四
代
、約
百
年
で
長
宗
我
部

の
支
配
に
屈
し
ま
す
が
、
野
本
亮
・
高
知
県
立

歴
史
民
俗
資
料
館
学
芸
員
は
、長
宗
我
部
は
土

佐
統
一
後
も
京
の
信
長
、秀
吉
ら
の
目
か
ら
す

れ
ば
一
條
家
の
代
行
者
（
補
佐
役
）
と
い
う
位

置
づ
け
で
あ
り
、独
立
し
た
大
名
と
し
て
は
認

め
ら
れ
て
い
な
い
、だ
か
ら
長
宗
我
部
は
他
の

大
名
や
公
家
と
の
婚
姻
を
結
ん
で
い
な
い（
結

べ
な
か
っ
た
）と
言
っ
て
い
ま
す
。（
九
月
二
十

五
日
、
市
文
化
祭
歴
史
講
演
会
「
長
宗
我
部
氏

と
土
佐
一
條
家
」） 

　「
一
條
殿
」、「
御
所
様
」と
呼
ば
れ
た
よ
う
に
、

一
條
家
は
土
佐
の
国
司
と
し
て
格
が
違
う
存

在
で
あ
り
、
中
村
は
土
佐
の
文
化
・
経
済
の
中

心
地
で
あ
っ
た
の
で
す
。 

　
碁
盤
の
目
の
町
づ
く
り
や
地
名
、大
文
字
の

送
り
火
な
ど
だ
け
で
な
く
、中
村
の
料
理
が
お

い
し
い
の
は
京
料
理
の
伝
統
で
あ
り
、ま
た
私

た
ち
の
言
葉
が
お
だ
や
か
で
、短
歌
・
俳
句
・
川

柳
の
会
が
市
内
に
多
い
の
は
「
文
の
家
」
一
條

家
の
血
筋
で
は
な
い
か
と
推
測
・
想
像
す
る
の

も
た
の
し
い
も
の
で
す
。 

　
最
近
、四
万
十
川
が
有
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

四
万
十
川
の
そ
ば
に
中
村
が
あ
る
の
で
は
な

く
、や
は
り
中
村
の
そ
ば
を
四
万
十
川
が
流
れ

て
い
る
と
言
い
た
い
も
の
で
す
。 

小
京
都
会
議 

日 

誌 
市
長
談
話
室

市
長
談
話
室 
市
長
談
話
室 

門川大作京都市長と 

み
や
こ 



四万十市の 
　　子どもたち 

８月４日、８月４日、教育委員会事務局に、教育委員会事務局に、新しく３人の新しく３人のALT（外国語指導助手）（外国語指導助手）が着任しました。が着任しました。 
各小中学校へ出向き、各小中学校へ出向き、1年間の予定で外国語の学習のサポートを行います。年間の予定で外国語の学習のサポートを行います。 
８月４日、教育委員会事務局に、新しく３人のALT（外国語指導助手）が着任しました。 
各小中学校へ出向き、1年間の予定で外国語の学習のサポートを行います。 

Hel loHel loHel lo

中村地域中村地域 中村地域中村地域 中村地域 

西土佐地域西土佐地域 西土佐地域西土佐地域 西土佐地域 

中村地域中村地域 中村地域中村地域 中村地域 　こんにちはみなさん。コリン・マッカイです。 

 

　スコットランド北部のエンバネスという都市から来ました。 

　私のふるさとはネッシーで有名なネス湖の近くです。 

　景色は四万十市にとてもよく似ていて、これからこちらにある山や川・

海岸などの探索をしてみたいです。 

　今、私は日本語の上達のために賢明に勉強をしています。 

　私は中村で、特にサッカーやバレーボール・シュノーケリングをしたい

と思っています。同様に、日本の文化的なことも体験したいです。 

　スコットランドでは、イギリスの銀行で働いていました。 

　英語を教えるということは、初めての経験ですが、楽しみにしています。 

　こんにちはみなさん。ガブリエル・プレンダーガストです。 
 
　私は四万十市の中村地域の小中学校２４校で英語を教えます。 
　私の出身地はイングランド北部「ドラム」という都市です。 
　そこは、お城がいっぱいあるところで、ハリーポッターのロケに使われた
場所です。ぜひ、グーグルで検索してみてください。 
　日本に来る前は、私は海洋生物学者でした。英語を教えるということは新
たなる試みですが、とても楽しみにしています。 
　私はスキューバダイビングをしていたので、こちらではシュノーケリング・
カヤック・サーフィンなどをしてみたいです。また、空手・ヨガ・剣道・書道・
日本料理などにもチャレンジしてみたいです。 
　日本語は私の趣味の一つでしたが、こちらに来てもっと上手に話せるよ
うになりたいです。 
　街で見かけたら声をかけてくださいね。 

　こんにちはみなさん。ガブリエル・タルボットです。 
 
　みなさん「ガビィ」と呼んでください。年齢は32歳です。 
　私はイギリスのヨークシャから夫のスティーブンと西土佐にやってきました。 
　以前から日本を訪れてみたいと思っていたので、西土佐のような美しい
景観の土地に来られ、とてもうれしく思います。 
　日本語が余り上手ではありませんが、これからがんばって勉強していき
たいです。 
　小中学生の皆さんに、英語の楽しさを教えることができたらいいなと思
っています。 
　私の趣味はジョギングと絵を描くことです。また、いろいろな日本食を食
べてみたいです。 
　どうぞ宜しくお願いします。 

Gabrielle　Talbot

Colin　Mckay

Gabrielle　Prendergast
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西ケ方小学校 

822
（日） 

 

10
October

平成22年 

★ 

ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
位
置 

★★ 休館日の案内 ★★ 

一
般
書 

児
童
書  

え
ほ
ん 

10 （250冊）

10月 4日（月）定　休　日／10月11日（月）定　休　日／10月18日（月）定　休　日／10月25日（月）定　休　日 

10月29日（金）館内整理日／11月 1日（月）定　休　日／11月 3日（水）文 化 の 日／11月 8日（月）定　休　日 

市立図書館　�（３５）２９２３    

/

美しい和風の庭づくり 

禁猟区 

クロエとエンゾー 

空の冒険 

ペットの冠婚葬祭まるごと便利帳 

僕が出会った作家と作品 

野菜で作る家庭薬 

夜あけのさよなら 

主婦と生活社 

乃南　アサ 

辻　仁成 

吉田　修一 

大岳　美帆 

五木　寛之 

本橋　登 

田辺　聖子 

いちばんあいされてるのはぼく 

おとうさんはパンやさん 

世界のａｒｔ図鑑 

どんぐりむらのぼうしやさん 

びっくりまつぼっくり 

１００ｋｍ！ 

フリードリヒばあさん 

見つけるぞ、動物の体の秘密 

宮西　達也 

鈴木　まもる 

レベッカ・ライオンズ 

なかや　みわ 

堀川　理万子 

片川　優子 

ヘルガ・バンシュ 

遠藤　秀紀 

　
先
に
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、場
所

が
判
り
に
く
い
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

　
夜
間
・
休
日
入
り
口
を
目
印
に
お
出
で
く
だ
さ
い
。（
正

面
玄
関
か
ら
庁
舎
建
物
に
そ
っ
て
、天
神
橋
方
向
に
回
り

こ
ん
で
く
だ
さ
い
）夜
間
・
休
日

入
り
口
が
目
に
入
り
ま
す
。
入

り
口
の
手
前
側
の
壁
の
中
に
ポ

ス
ト
の「
差
し
入
れ
口
」が
あ
り

ま
す
。
銀
色
の
い
か
に
も
郵
便

受
け
み
た
い
な
形
を
し
て
い
ま

す
。
本
と
雑
誌
の
返
却
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

○ 問い合わせ先 ○ 

市
　
政 

教
　
育

教
　
育 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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平
成
22
年
10
月
号 

暑
さ
も
蹴
と
ば
せ
愛
校
作
業 

　
　
　
夏
休
み
が
終
わ
り
に
近

づ
い
た
８
月
22
日
、子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
、地
域
の
人
た
ち
が
参

加
し
て
愛
校
作
業
が
行
わ
れ
ま

し
た
。西
ケ
方
小
学
校
は
全
校
生

徒
が
16
人
な
の
で
広
い
校
庭
を

き
れ
い
に
す
る
の
は
大
変
で
す
。

し
か
し
、そ
こ
に
力
強
い
助
っ
人

が
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
れ
は
南
国
市
を
拠
点
と
す
る
社
会
人
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
「
な
ん
こ
く
ト
ラ
ス
タ
ー
」
の
皆
さ
ん
で
し
た
。

昨
年
か
ら
西
ケ
方
小
学
校
と
の
交
流
が
始
ま
り
、運
動

会
や
入
学
式
な
ど
に
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。選
手
は
昼

間
は
会
社
や
学
校
に
行
き
、夜
の
週
３
回
の
練
習
に
高

知
市
内
や
愛
媛
県
、遠
く
は
神
奈
川
県
か
ら
も
通
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。 

　
猛
暑
の
中
、
校
庭
の
草
引
き
や
空
き
瓶
回
収
、
学
校

周
辺
の
草
刈
り
な
ど
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　 

　
作
業
の
あ
と
は
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー
教
室
で
す
。子
ど
も

た
ち
は
選
手
の
指
導
の
も
と
懸
命
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
数
々
の
妙
技
に
圧
倒
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。 

　
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
の
ご
活

躍
を
、よ
り
一
層
期
待
し
て
い
ま

す
。選
手
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
き
れ
い
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
元
気
い
っ
ぱ
い
２
学
期
を

む
か
え
て
い
ま
す
。 
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平
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�（34）2126

新 任 医 師 紹 介  

伊藤　勝彦 

　伊藤先生には昨年から非常勤で外来診療の応援をしてい

ただいておりましたが、9月より常勤として当院に就任して

いただくことになりました。どうぞよろしくお願いします。 

市民病院　内科長  

【主な履歴】 

　昭和27年3月　　愛媛県生まれ 

　昭和39年3月　　中村小学校卒業 

　昭和42年3月　　土佐中学校卒業 

　昭和45年3月　　土佐高等学校卒業 

　昭和55年3月　　久留米大学医学部卒業 

　　　　　　　　　久留米大学医学部附属病院第2内科～ 

　　　　　　　　　愛媛県立病院中央病院救命センター～ 

　　　　　　　　　長崎大学医学部付属病院第3内科他～ 

　　　　　　　　　医療法人清悠会　松谷病院副院長　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(H22.8/31退職） 

医
師
診
療
担
当
日（
10
月
以
降
） 

※1）禁煙外来含む　　※2）紹介患者のみ 
 

●当院は患者様の待ち時間を短縮するため、予約制（内科・泌尿器科を除く）となっております。お

　電話での予約は受診希望日の前日までの14時～17時の間にお願いいたします。(土･日・祝日除く） 

　なお、急患の場合は随時受付けておりますのでお申し出ください。 

● 

受
　
　
付
…
８
時
〜
11
時 

● 

診
療
時
間
…
９
時
〜 

月 火 水 木 金 

 

 

内　科 

 

 

外　科 
 

整形外科 

脳神経 

外　科 
 

泌尿器科 

 
午前 

 

午後 

 

午前 
 

午前

午前 
 

午後 

午前 

 
 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

宇都宮俊介 
 

坪屋英志 

川田祥子 

（伴　昌幸） 

 
 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

休　診 

(手術･検査の為) 

坪屋英志 

川田祥子 

（伴　昌幸） 

 

佐々木健一郎 

宇都宮俊介 
 

河内　通 

伴　昌幸 

（川田祥子） 

 

休　診 

伊藤勝彦 
 

竹田修司 

 

伊藤勝彦 

新　患　・　急　患　の　み 

休　　　　　診 

（最終週は休診） 

（最終週は休診） 

い　　 とう か つ　  ひ こ 

初診 初診 初診 

再診 

再診 

初診 

再診 

再診 再診 

再診 

再診 

再診 

初診 

再診 

再診 

伊藤勝彦 

伊藤勝彦 

岡　弘泰 岡　弘泰 

岡　弘泰 岡　弘泰 

樋口佑次 

樋口佑次 

岡　弘泰 

樋口佑次（※2） 

樋口佑次 樋口佑次 

樋口佑次 

鷲山憲治 

鷲山憲治 

筒井章仁 

竹田修司（※1） 
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平
成
22
年
10
月
号 

市
町
村
名
 

担
当
課
 

電
話
番
号
 

開

催

日
 

受
付
 

集
合
場
所
 

大
　
月
　
町
 

土
佐
清
水
市
 

黒
　
潮
　
町
 

保
健
介
護
課
 

健
康
推
進
課
 

健
康
福
祉
課
 

0
8
8
0（
7
3
）1
3
6
5

0
8
8
0（
8
2
）1
1
2
1

　　　　　　　（
4
3
）2
1
1
6

10
月
26
日(

火)

11
月
7
日(

日)

11
月
14
日(

日)

10
時
〜
 

9
時
30
分
〜
 

8
時
30
分
〜
 

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
 

寿
公
園
 

ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー
 

　
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
自
立
を
支
援
す
る
た
め
、平
成
22
年
8
月
1
日
か
ら
子
ど
も

（
18
歳
到
達
後
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
該
当
）が
い
る
父
子
家
庭
も
支
給
対
象
と
な
り
ま
す
。 

父
子
家
庭
の
支
給
要
件
 

　
左
記
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、父
が
そ
の
子
ど
も
を
監

護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。 

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消（
離
婚
等
）し
た
子
ど
も
 

②
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も
 

③
母
が
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
ど
も
 

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
子
ど
も
 

⑤
そ
の
他
（
母
が
1
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
子
ど
も
、
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

　
子
ど
も
、母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
子
ど
も
な
ど
） 

手
当
額
（
月
額
）
に
つ
い
て
 

　
受
給
資
格
者
が
監
護
・
養
育
す
る
子
ど
も
の
数
や
、
受
給
資
格
者
な
ど
の
所
得
に
よ
り
 

決
ま
り
ま
す
。
 

○
子
ど
も
1
人
の
場
合
　
　
全
部
支
給

4
1
7
2
0
円
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
支
給
　
4
1
7
1
0
〜
9
8
5
0
円
 

○
子
ど
も
2
人
以
上
の
加
算
額
　
　
２
人
目
　
5
0
0
0
円
　
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
人
目
以
降
1
人
に
つ
き
　
3
0
0
0
円
 

受
給
す
る
た
め
に
は
 

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
認
定
請
求
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。 

　
受
付
時
間
　
平
日
8
時
30
分
〜
12
時
、13
時
〜
17
時
15
分
 

＊
7
月
31
日
現
在
で
支
給
要
件
に
該
当
し
て
い
る
方
が
、
11
月
30
日
ま
で
に
申
請
す
れ
ば
 

8
月
分
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。（
8
月
〜
11
月
分
の
支
 

給
は
12
月
と
な
り
ま
す
） 

●
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
●
 

（
本
　
　
庁
）
福
祉
事
務
所
 
家
庭
福
祉
係
　
　
　
　
�
（
3
4
）
1
8
0
1
 

（
総
合
支
所
）
福
祉
事
務
所
分
室
（
保
健
課
内
）
　
 
�
（
5
2
）
1
1
3
2

　
み
な
さ
ん
の
健
康
の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

毎
日
、目
標
を
も
っ
て
歩
く
こ
と
を
日
課
と
す
る
き
っ
か
け
に
し
、歩
く
こ
と
の
楽
し

さ
を
み
ん
な
で
共
有
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。当
日
は
、
骨

量
測
定
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
設
け
ま
す
。
 

日
 
 
時
　
10
月
30
日（
土
）　
受
付
8
時
30
分
〜
9
時
 

　
　
　
　
 
 
 
　
　
　
　
　
　
　
9
時
30
分
出
発
〜
11
時
到
着
（
予
定
）
 

　
　
　
　
 
※
雨
天
中
止
 

集
合
場
所
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
玄
関
） 

コ

ー

ス

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
　↓
　中
村
大
橋
経
由
　↓
後
川
橋
経
由
　
　

　
　
　
　
　
　↓
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
約
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
） 

対
 
象
 
者
　
幡
多
郡
に
在
住
の
人
 

参
 
加
 
料
　
無
料
 

受
付
期
間
　
10
月
12
日（
火
）〜
10
月
29
日（
金
） 

そ
 
の
 
他
　
水
分
補
給
な
ど
は
各
自
で
対
応
願
い
ま
す
 

　
・
当
日
の
天
候
が
不
順
の
場
合
は
、７
時
に
決
定
し
ま
す
。
 

　
　
電
話
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
・
主
催
者
側
で
障
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
が
、保
険
以
外
の
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 ※
こ
の
大
会
は
、幡
多
地
区
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会（
事
務
局

:

幡
多
福
祉
保
健

　
所
）
と
連
携
し
て
、
幡
多
地
区
で
行
わ
れ
る
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ラ
リ
ー
の
一
環

　
と
し
て
行
い
ま
す
。
そ
の
他
の
大
会
は
以
下
の
と
お
り
で
す
の
で
、
他
の
市
町
村

　
の
大
会
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

・
参
加
申
し
込
み
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、実
施
す
る
各
市
町
村
役
場
等
に
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

・
こ
れ
ら
の
大
会
へ
参
加
す
る
こ
と
で
、ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
発

　
行
し
、参
加
回
数（
２
回
以
上
）に
応
じ
て
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。（
記
念
品
は
全

　
大
会
終
了
後
と
な
り
ま
す
）
 

 　
　
○
問
い
合
わ
せ
先
○
　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
�
（
3
4
）1
1
1
5

‥ ‥ 

‥ 

‥ 

8
月
1
日
か
ら
か
ら
、父
子
家
庭

父
子
家
庭
に
も
に
も
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
 

8
月
1
日
か
ら
か
ら
、父
子
家
庭

父
子
家
庭
に
も
に
も
児
童
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
 

8
月
1
日
か
ら
、父
子
家
庭
に
も
児
童
扶
養
手
当
が
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！
 

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 

み
ん
な
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
 

市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 
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平
成
22
年
10
月
号 

保健カレンダー ～健康は自分で～ 

１年に１度は検診を 10 中村地域 

西土佐地域 

健
診 

相
談 

教
室
・
学
習
会 

献
血 

動
物
関
係 

注１）特定健診（生活習慣病健診）は、40歳以上の国保加入者で受診券を送付している人及び40歳以上の協会 
　　 けんぽ等加入の被扶養者で市に事前に予約済みの人が対象です。 
注２）古津賀ふれあい会館は、「平和な湯」の北側です。 
※10月16日までの計画については、広報四万十9月号に掲載しています。 

● 問い合わせ先 ●　　（本庁） 保健介護課  �¶(34)1115　（総合支所） 保健課  �¶(52)1132

人とのつきあいがどうもうまくいかない。 

いろんなことを考えてしまって、よく眠れない。 

なにをするのもいやになり、家にとじこもっている日々が続いている。 

…など、心にゆとりが無くなって、悩んだりしていませんか。 

そんな時、お気軽にご相談ください。 

心の健康相談 ・・・・ひとりで悩んでいませんか？ 

保健師などによる電話相談・面接相談は随時お受けしています。保健所では、
相談される内容によって、精神科嘱託医の相談も受けることができます。 

（本　　庁）保健介護課 保健衛生係 　　 �（34）1823 
（総合支所）福祉事務所分室（保健課内）　�（52）1132 
幡多福祉保健所 健康障害課 精神保健福祉担当　�（34）5124

相談窓口 

妊婦教室 

健康相談 

親子子育て相談　【要予約】 

妊婦教室 

胃がん検診 

乳児健診 

医師による子育て相談【要予約】 

乳児・1歳6ヵ月児・3歳児健診 

特定健診（生活習慣病健診）　注1 

胃がん検診 

特定健診（生活習慣病健診）　注1 

胃がん検診 

マム＆チルドレン 

乳児健診 

胃がん検診 

特定健診（生活習慣病健診）　注1 

胃がん検診 

3歳児健診 

大腸がん検診容器配付 

胃がん検診 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

大腸がん検診容器配付 

胸部レントゲン（肺がん検診） 

マム＆チルドレン 

乳児健診 

特定健診（生活習慣病健診）　注1 

1歳9ヵ月児健診 

10月17日（日） 

10月18日（月） 
 

10月19日（火） 

 

10月20日（水） 

 

10月21日（木） 
 

10月22日（金） 

10月26日（火） 
 

 

10月27日（水） 

 

10月28日（木） 

 

10月29日（金） 
 

11月 1日（月） 

11月 2日（火） 

11月 8日（月） 

11月 9日（火） 

 

11月10日（水） 

 

11月11日（木） 

11月12日（金） 

月　日 事　　業　　名 該当地区 時　　間 場　　　　所 
13:30～15:30 

13:30～15:00 

9:00～12:00　13:00～17:00 

13:30～15:30 

8:00～11:30 

12:50～13:30 

9:00～12:00　13:00～17:00 

受付 13:30～ 

9:30～10:30　13:30～14:30 

7:30～8:30 

9:30～10:30　13:30～14:30 

7:30～8:30 

10:00～11:30 

12:50～13:30 

7:30～8:30 

9:30～10:30　13:30～14:30 

7:30～8:30 

12:50～13:30 

9:00～11:30 

8:00～11:00 

個別通知 

9:00～11:00 

個別通知 

10:00～11:30 

12:50～13:30 

9:30～10:30　13:30～14:30 

12:50～13:30

健康管理センター 

健康管理センター 

四万十市役所 

健康管理センター 

蕨岡生活改善センター 

健康管理センター 

四万十市役所 

保健センター（西土佐） 

具同体育センター 

津野川小学校 

具同体育センター 

口屋内出張診療所 

具同体育センター 

健康管理センター 

大宮出張診療所 

自由ヶ丘老人憩いの家 

保健センター（西土佐） 

健康管理センター 

中筋、東中筋、具同地区 

富山地区集会所 

対象：中村全地区の未受診者 

中村街南部、八束地区 

対象：中村全地区の未受診者 

具同体育センター 

健康管理センター 

古津賀ふれあい会館　注2 

健康管理センター 

 

 

 

 

蕨岡 

 

 

 

具同 

 

具同 

 

 

 

 

具同 

 

 

 

富山 

 

 

 

 

 

東山 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



～管理栄養士からのメッセージ～ 

作
り
方 

（福祉事務所 保育所係 管理栄養士　橋田典子） 

①秋刀魚の表面にごく薄くごま油を塗り、こんがりと焼く。 

②焼きあがったら身をほぐし、ほんの少量の醤油をまぶしておく。 

③大根はせん切りにし、さっとゆがいて水にとり、水気を絞る。 

④まいたけは石づきをとってほぐし、さっとゆがいて水気を切る。 

⑤大根とまいたけを合わせて梅昆布茶と柚ぽん酢であえ、ほぐした秋刀魚

　を加えてざっと混ぜる。 

⑥ごまをふってできあがり。 

栄養成分（1人分） 

エネルギー：134kcal 

たんぱく質：8.9g   

脂　　　質：9.7g

所要時間20分 

材料（4人分） 

秋刀魚のあえもの 

秋刀魚（塩）・・・・・・・・・・・・・・・・・・1尾 
　ごま油・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々  
　しょうゆ・・・・・・・・・・・・・・・・・少々  
大根・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・200ｇ 
まいたけ・・・・・・・・・・・・・・・・・・180ｇ 

（1パック） 
梅昆布茶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5g 
柚ぽん酢・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ1 
ごま・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・少々 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し

く
ら
し 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 
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キャラクター　  やなせたかし C

　秋刀魚（さんま）はその名のとおり、秋が旬の代表的な魚です。おいしさ

のポイントはやはり“脂ののり具合”！最も脂ののりがいいのは9月末から

10月といわれます。 

　この脂には不飽和脂肪酸のEPA（エイコサペンタエン酸）や DHA（ドコ

サヘキサエン酸）が含まれ、動脈硬化予防や集中力アップなどの働きが期

待できます。また、秋刀魚にはビタミンB12をはじめとするビタミン類、カ

ルシウムや鉄も豊富なので、積極的に摂りたい秋の食材のひとつといえる

でしょう。 

早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
 

〜
食
育
イ
ベ
ン
ト
〜 

「
フ
ッ
素
で
か
し
こ
く
 む
し
歯
予
防
」 

子
育
て
支
援
講
演
会
 

●
問
い
合
わ
せ
・
受
付
先
●
 

　
　
幡
多
福
祉
保
健
所
　
歯
科
保
健
担
当
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
3
4
）5
1
2
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　（
本
庁
）保
健
介
護
課
　
�
（
3
4
）1
1
1
5

　
む
し
歯
予
防
に
は
、食
生
活
と
歯
磨
き
が
と
て

も
大
切
で
す
が
、フ
ッ
素
を
上
手
に
使
う
と
歯
の

質
を
強
く
し
た
り
む
し
歯
菌
の
活
動
を
抑
え
た

り
す
る
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
フ
ッ
素
の
安
全
性
や
む
し
歯
予
防
の
活
用
法

な
ど
に
つ
い
て
、地
元
で
熱
心
に
予
防
活
動
さ
れ

て
い
る
歯
医
者
さ
ん
に
お
話
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。歯
医
者
さ
ん
か
ら
む
し
歯
を
作
ら
な
い
た

め
に
で
き
る
方
法
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。 

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 日
時
　
10
月
21
日（
木
） 

　
　
　
14
時
30
分
〜
15
時
30
分
 

場
所
　
市
立
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
 

　
　
　（
市
民
病
院
敷
地
内
） 

講
師
　
新
谷
泰
司
 

主
催
　
幡
多
福
祉
保
健
所
 

共
催
　
四
万
十
市
 

●
問
い
合
わ
せ
先
●
 

　
　（
市
）教
育
委
員
会
 総
務
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
１
３
６
 

　
　（
市
）福
祉
事
務
所
 保
育
所
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
�
（
３
４
）１
７
８
０
 

　
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
は
、
私
た
ち
が
健
康
に
過
ご

す
た
め
の
と
て
も
大
切
な
要
素
で
す
。
当
日
は
か
わ
い

い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
も
や
っ
て
き
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
家
族
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。 

 日
　
時
　
11
月
３
日（
水
・
祝
） 
10
時
〜
12
時
 

場
　
所
　
市
立
中
村
小
学
校
　
体
育
館
 

　（
お
車
で
お
越
し
の
方
は
、
小
学
校
校
庭
に
駐
車
し

　
て
く
だ
さ
い
） 

対
　
象
 

　
市
内
在
住
の
小
学
生
・
 

 
 
 
 
 
就
学
前
児
童
と
保
護
者
 

　
※
参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不
要
 

内
　
容
 

　
・
高
知
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　

　
　
に
よ
る
着
ぐ
る
み
シ
ョ
ー
 

　
・
早
ね
早
お
き
朝
ご
は
ん
体
操
 

　
・
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
 

　
・「
み
そ
し
る
ち
ゃ
ん
」 

　
　
　
自
慢
大
会
作
品
コ
ー
ナ
ー
 な
ど
 

焼き秋刀魚が残った時のリメイクにも使えますよ★ 



四四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ”“ぽっぽ” “ぽっぽ” 

問い合わせ先 

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ” 
右山元町1丁目2-10　（旧元町保育所）　（３５）３７４８ 

保育所名 月　　日 駐車場 時　間 

※雨天の場合は中止です。 
子育て相談 園庭開放 
　子育てについて思っていること、悩んでいること等気軽

にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所しての

相談にも応じます。 

※家庭児童相談員による育児相談 

　毎月第３火曜日　９：3０～11:30

その他の活動 
ぴよちゃんクラブ　①②　　　[おもちゃを作ろう]

[お誕生会]

　たのしく遊べる簡単なおもちゃを作って、お母さんと一
緒に遊ぶよ♪（空のペットボトル［350ml以下のもの］をもっ
て参加してね） 

時 

場 

①11月４日（木）、②5日（金）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

　10月生まれのぴよちゃんクラブのお友だちをみんなでお
祝いしようね。 

時 

場 

10月26日（火）　9：30～11：30 
子育て支援センター 

みんなで運動会 

　“ぽっぽ”でしている踊りやゲームをして、お母さんやお

友だちと運動会ごっこを楽しもう！ 

時 

場 

10月15日（金）　9：30～11：30 
具同体育センター 

親子ふれあい活動　　1･2･3歳児対象 

　もみじ保育所のお友達と一緒に遊ぼう。秋のお庭で、砂遊び

やすべり台など、みんなで仲良く遊ぼうね。希望の日に参加し

てください。 

もみじで遊ぼう　①②③ 

時 

場 

10月19日（火）、20日（水）　9：30～11：30 
子育て支援センター分室（もみじ保育所内） 

　親子で楽しめる簡単クッキング！栄養士さんに教えてもら

って一緒に作るョ。 

※参加希望日を、11月５日（金）までに子育て支援センターま

で　ご連絡ください。先着10組ずつまでとさせていただきます。 

親子でクッキング 

時 

場 

11月11日（木）、12日（金）　　9：30～11：30 
働く婦人の家 

　お母さんと一緒に安並公園へ出かけよう。落ち葉やどんぐ

り拾いなど秋探しもしようね♪10月生まれのお友だちのお誕

生会も行います。（天気にかかわらずお弁当・おやつ・水筒・敷

物を持参してください）※現地集合・現地解散です。 

お楽しみ遠足・お誕生会 

時 

場 

10月29日（金）　10：00～11：30 
安並公園　（雨天の場合は子育て支援センター） 

※初めて参加を希望される人は、準備等の都合があります

　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のついてい

　る活動は、日程ごとにグループに分かれます。 

相談日／月～金曜日　9：00～11:30、13:00～17:00

 

愛 育 園  

もみじ束保育所 

あおぎ保育所 

下 田 保 育 所  

竹 島 保 育 所  

古津賀保育所 

具 同 保 育 所  

1 0月18日  

1 1月 6日  

1 0月21日  

1 0月20日  

1 1月 8日  

1 1月10日  

1 0月20日  

1 0月20日  

月 

土 

木 

水 

月 

水 

水 

水 

 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

10:00～11:00 

9:30～10:30 

9:30～10:30 

9:30～10:30

 

なし 

なし 

数台あり 

数台あり 

数台あり 

数台あり 

数台あり 
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中
村
幼
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中
村
幼
稚
園 

　
　
10
月
以
降
の
園
開
放
日 

　
中
村
幼
稚
園
で
は
、
園
の
こ
と
を
広
く
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
子
育

て
支
援
の
観
点
か
ら
10
月
以
降
、
左
記
の
と
お

り
園
を
開
放
し
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も

ご
自
由
に
参
観
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
時
　
10
月
28
日（
木
）　
９
時
〜
12
時 

内
　
容
　
講
演
会「
遊
び
を
通
し
て
健
康
作
り
」、

　
　
　
　
園
長
タ
イ
ム 

 

日
　
時
　
11
月
17
日（
水
）　
９
時
〜
12
時 

内
　
容
　
誕
生
会
、英
語
学
習
活
動（
Ａ
Ｌ
Ｔ
） 

 

日
　
時
　
12
月
４
日（
土
）　
９
時
〜
12
時 

内
　
容
　
な
か
よ
し
発
表
会 



○ やなせたかし 
土佐くろしお鉄道（株） 

C

サ
ン
コ
ち
ゃ
ん 

サ
ニ
ー
く
ん 

　
9
月
10
日
、
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

演
歌
歌
手
山
内
惠
介
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、実
行
委
員
会
が
企
画
し
、

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
会
員
特
典
と
し
て
会
員

を
無
料
招
待
、
ま
た
、
来
場
者
か
ら
サ
ポ
ー
タ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
活
動
資
金
の
カ
ン
パ
を
募
り
、活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
目
的
で
開
催
し
た
も
の
で
、当
日

会
場
で
会
員
登
録
し
た
人
な
ど
も
含
め
、昼
夜
2

回
の
公
演
に
大
勢
の
人
が
来
場
し
、大
盛
況
の
う

ち
閉
幕
し
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
地
域
の
公
共
交
通
の
応
援
団
と
し
て

昨
年
9
月
26
日
に
結
成
し
た
「
土
佐
く
ろ
し
お
鉄

道
・
高
知
西
南
交
通
バ
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

（
愛
称:

の
り
の
り
支
援
隊
）」は
皆
さ
ん
の
ご
協
力

の
結
果
、
約
3
4
0
0
人
と
い
う
大
き
な
組
織
と

な
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
組
織
の
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う

具
体
的
な
事
業
計
画
の
作
成
な
ど
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
会
員
の
中
か
ら
選
ば
れ

た
8
人
が
運
営
委
員
と
な
り
、
今
後
の
取
り
組
み

方
針
な
ど
を
決
定
す
る
組
織
と
し
て
の
初
会
合
を

9
月
6
日
に
開
催
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
運
営
委
員
の
互
選
に
よ
り
会
長
を
四
万

十
市
の
岡
村
剛
承
さ
ん
、
副
会
長
を
黒
潮
町
の
塚

地
直
人
さ
ん
に
、会
の
名
称
を
”の
り
の
り
支
援
隊

の
会
“に
決
定
し
ま
し
た
。 

 　
こ
の
会
で
は
、今
後
の
会
員
拡
大
策
と
し
て
、第

1
期
会
員
の
有
効
期
限
の
1
年
延
長
（
追
加
年
会

費
な
し
）
や
一
人
で
複
数
口
数
の
申
し
込
み
を
可

と
す
る
こ
と
な
ど
を
決
定
し
、
今
後
の
活
動
強
化

の
た
め
”の
り
の
り
支
援
隊
の
会
“運
営
委
員
を
随

時
募
集
し
、
運
営
組
織
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
活
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と
い
う
人
は
、 

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
事
務
局
 

　
　
　
　
　（
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
内
） 

  �
（
3
5
）4
9
6
2
　
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
後
日
、
実
行
委

員
会
よ
り
サ
ポ
ー

タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
へ

カ
ン
パ
金
18
万

5
4
3
4
円
を
ご

寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。 

●
 問
い
合
わ
せ
先
 ●
 

　
　
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
株
式
会
社
 

　
　
　
　
　
　
　
中
村
駅
　
�
（
3
5
）4
9
6
1

◎
の
り
の
り
支
援
隊
の
会

◎
の
り
の
り
支
援
隊
の
会
 

　
　
　
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
 

◎
の
り
の
り
支
援
隊
の
会

◎
の
り
の
り
支
援
隊
の
会
 

　
　
　
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
 

◎
の
り
の
り
支
援
隊
の
会
 

　
　
　
初
会
合
を
開
催
し
ま
し
た
 

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
 

　
開
催
し
ま
し
た

　
開
催
し
ま
し
た
 

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
 

　
開
催
し
ま
し
た

　
開
催
し
ま
し
た
 

◎
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
 

　
開
催
し
ま
し
た
 

◎
第
◎
第
6
回
 
中
村
駅
ま
つ
り
を

中
村
駅
ま
つ
り
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
 

◎
第
◎
第
6
回
 
中
村
駅
ま
つ
り
を

中
村
駅
ま
つ
り
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
 

◎
第
6
回
 
中
村
駅
ま
つ
り
を
 

　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
　
六
回
目
を
数
え
る
中
村
駅
ま
つ
り
。
開
催
前
に
行
わ
れ
た
ア
ン
パ

ン
マ
ン
列
車
撮
影
会
に
は
、
大
勢
の
子
ど
も
連
れ
が
お
と
ず
れ
、「
サ

ニ
ー
く
ん
」「
サ
ン
コ
ち
ゃ
ん
」
と
と
も
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。こ
の
参
加
者
の
う
ち
、幸
運
に
も
抽
選
に
当
た
っ
た
ご
家

族
は
、
土
佐
佐
賀
駅
ま
で
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
体
験
乗
車
に
招
待

さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
4
時
、煙
火
の
合
図
で
い
よ
い
よ
中
村
駅
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
。 

　
始
め
に
、県
立
中
村
中
学
・
中
村
高
校
と
市
立
中
村
中
学
の
音
楽
部

に
よ
る
鉄
道
・
バ
ス
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
た
吹
奏
楽
演
奏

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
合
間
に
は
、
子
供
た
ち
の
一
番
の
楽
し

み
”お
菓
子
投
げ
“も
あ
り
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、会
場
に
は
出
店
が
所
狭
し
と
並
び
、片
隅
に
設
け
た
金
魚
す

く
い
・
輪
投
げ
な
ど
お
楽
し
み
コ
ー
ナ
ー
は
、常
に
子
供
た
ち
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
周
囲
が
暗
く
な
り
始
め
る
と
、
会
場
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
彩

ら
れ
、一
條
大
祭
歌
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
予
選
会
が
ス
タ
ー
ト
。大

勢
の
観
客
を
前
に
し
て
、
日
頃
カ
ラ
オ
ケ
で
鍛
え
た
自
慢
の
の
ど
で

気
持
ち
よ
く
歌
う
こ
と
が
で
き
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。続
い
て
行
わ

れ
た
お
楽
し
み
抽
選
会
の
後
、河
川
敷

か
ら
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

澄
ん
だ
秋
空
に
上
が
る
花
火
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。 

　
ま
つ
り
の
締
め
く
く
り
は
、お
目
当

て
の
人
が
多
か
っ
た
「
餅
投
げ
」
。「
こ

っ
ち
こ
っ
ち
」「
も
っ
と
投
げ
て
！
」と

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
中
村
駅
ま
つ
り
を
き
っ
か
け
に
、

私
た
ち
の
鉄
道
・
バ
ス
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、今
一
度
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
。 
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第６回　四万十市民総合体育祭 四万十市民総合体育祭実行委員会 
　スポーツを通じて市民の皆さんの健康増進と、心豊かな明るい地域社会づくりに寄与することを目的に

開催します。 

総合開会式　日時　11月7日（日） 8時30分～    場所  市民スポーツセンター　アリーナ 

種目・期日（期日などは変更になる場合があります） 

参加資格　市内に居住または勤務する人で、各種ごとの要項に定める範囲とする。 
参加申込　（財)四万十市体育協会事務局（安並4231市民スポーツセンター内）、または各種目団体事務局へ申し 
　　　　　込みください。 
事故補償　大会における事故の補償は、各種目団体で応急処置を行い、病院を紹介した後は、大会本部が加入する  
　　　　　スポーツ傷害保険以外はありません。 

早起きソフトボール 

居　　合 

グラウンド・ゴルフ 

剣　　道 

弓　　道 

ふれあいマラソン 

登山（中村山の会） 

卓　　球 

ソフトバレーボール 

空手（玄武館） 

シニアソフトボール 

軟式野球 

家庭婦人バレーボール 

ソフトテニス（一般・Jｒ） 

ゲートボール 

水　　泳 

ソフトテニス（中学生） 

バドミントン 

壮年ソフトボール 

ペタンク 

軟式野球 

ミックスバレーボール 

ビートスカッシュ 

9人制女子バレーボール 

登山（シ・マムタの会） 

 

少年サッカー 

少年野球 

スカッシュバレーボール 

実年ソフトボール 

軟式野球 

少年サッカー 

安並運動広場 

為松公園武道館 

安並運動広場 

安並スポーツセンターアリーナ 

安並弓道場 

四万十川西詰渡川緑地 

脱藩の道（越知）：出発7時／スポーツセンター駐車場 

安並スポーツセンター卓球場 

安並スポーツセンターアリーナ 

安並スポーツセンター武道場 

安並運動広場 

安並四万十スタジアム 

具同体育センター 

西南大規模公園テニスコート 

河川敷ゲートボール場 

安並温水プール 

西南大規模公園テニスコート 

安並スポーツセンターアリーナ 

安並運動広場 

安並運動広場 

安並四万十スタジアム 

具同体育センター 

安並スポーツセンターアリーナ 

具同体育センター 

秋の湖畔ウォーク（旧大正町下道～下津井） 

出発8時／スポーツセンター駐車場 

安並運動広場 

安並運動広場 

安並スポーツセンターアリーナ 

安並運動広場 

安並四万十スタジアム 

安並運動広場 

10/1～11/30 

10/30 

11/ 1 

11/ 3 

 

 

 

11/ 6 

11/ 7 

 

 

 

 

 

 

 

11/13 

11/14 

 

 

 

 

11/21 

 

 

 

11/23 

11/27 

11/28

●問い合わせ先●　（財)四万十市体育協会事務局　�（34）2071

日 程 種　　　目 場　　　　所 
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私
は
中
村
に
は
三
十
年
ほ
ど
前
に
幸
徳
秋
水
の
墓
を
訪

ね
て
来
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、今
回
が
二
回
目
で
す
。

大
変
き
れ
い
で
い
い
町
だ
と
思
い
ま
す
。 

　
今
年
は
大
逆
事
件
お
よ
び
韓
国
併
合
か
ら
百
年
に
な
る

こ
と
か
ら
、
全
国
各
地
で
講
演
会
な
ど
が
多
く
開
か
れ
て

い
ま
す
。 

　
私
は
日
本
経
済
史
（
近
現
代
）
が
専
門
で
あ
り
、
秋
水
の

研
究
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争

に
か
け
て
、
秋
水
が
生
き
た
時
代
が
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た

の
か
を
、
司
馬
遼
太
郎
の
代
表
作
「
坂
の
上
の
雲
」
に
描
か

れ
た
歴
史
観（
司
馬
史
観
）を
歴
史
家
の
視
点
か
ら
検
証
し

な
が
ら
話
を
し
ま
す
。 

　
歴
史
学
と
文
学
は
も
と
も
と
違
う
も
の
で
あ
り
、
歴
史

小
説
に
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
す

が
、「
坂
の
上
の
雲
」に
つ
い
て
は
、司
馬
は「
あ
と
が
き
」で

「
事
実
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
が
百
パ
ー
セ
ン
ト
」、「
こ
の
作

品
は
小
説
で
あ
る
か
疑
わ
し
い
」と
書
い
て
い
ま
す
。司
馬

が
国
民
的
人
気
作
家
で
あ
り
、
ま
た
N
H
K
テ
レ
ビ
で
放

映
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
こ
れ
で
は
読
者
や
視
聴
者
は
事

実
と
思
っ
て
し
ま
い
危
険
で
す
。 

　
司
馬
は
小
説
を
書
く
さ
い
は
、
実
に
多
く
の
資
料
に
あ

た
っ
て
い
ま
す
が
、扱
い
方
が
ず
さ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

叙
述
の
中
に
誇
大
表
現
や
あ
い
ま
い
さ
、
不
正
確
さ
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
ロ
シ
ア
の
旅
順
要
塞
へ
の
正
面
攻
撃
作
戦
を

行
い
多
く
の
兵
を
失
っ
た
乃
木
希
典
大
将
を
さ
か
ん
に「
愚

将
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を

迎
え
撃
つ
日
本
海
海
戦
に
お
い
て
、
東
郷
平
八
郎
提
督
は

敵
艦
隊
は
対
馬
海
峡
を
進
ん
で
く
る
と
予
測
し
た「
知
将
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
資
料
に
よ
る
と
東
郷
は
直
前
ま

で
敵
は
津
軽
海
峡
に
向
か
う
と
考
え
て
い
た
の
が
真
実
で

す
。さ
ら
に
、広
瀬
武
夫
海
軍
少
佐
を
歴
史
上
ま
れ
に
み
る

美
男
子
で
あ
っ
た
と
書
く
な
ど
。 

　
こ
の
点
、
同
じ

歴
史
小
説
家
で

も
史
実
に
厳
格

で
忠
実
で
あ
っ

た
吉
村
昭
と
は

好
対
照
で
あ
っ

た
と
い
え
ま
す
。

吉
村
は
司
馬
遼

太
郎
賞
の
受
賞

を
辞
退
し
て
い

ま
す
。 

　「
坂
の
上
の
雲
」は
、松
山
出
身
の
秋
山
好
古
・
真
之
兄
弟

と
正
岡
子
規
を
主
人
公
に
日
本
が
近
代
国
家
へ
の
坂
を
登

っ
て
い
く
と
い
う
「
明
る
い
明
治
」
を
描
い
て
い
ま
す
。
子

規
が
死
ん
で
か
ら
後
半
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
戦
争
の
叙
述
が

中
心
に
な
っ
て
お
り
、
日
露
戦
争
は
ロ
シ
ア
の
侵
略
主
義

に
対
し
て
祖
国
防
衛
の
た
め
に
国
民
が
立
ち
あ
が
っ
た
戦

争
で
あ
る
と
い
う
図
式
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
日
露
戦
争
は
主
に
朝
鮮
へ
の
権
益
を
め
ぐ
っ
て
の
帝
国

主
義
国
家
間
の
戦
争
で
し
た
。し
か
し
、両
国
の
指
導
者
と

も
避
け
た
か
っ
た
も
の
の
世
論
に
押
さ
れ
て
開
戦
に
突
き

進
ん
だ
戦
争
で
、
財
力
、
軍
事
力
、
気
力
に
欠
け
た
戦
争
で

あ
っ
た
と
い
う
面
も
あ
り
、
ど
ち
ら
が
勝
っ
て
も
お
か
し

く
な
か
っ
た
。日
本
は
ア
メ
リ
カ
大
統
領
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
に
斡
旋
を
頼
み
、な
ん
と
か
講
和（
ポ
ー
ツ
マ
ス

講
和
条
約
）に
持
ち
込
ん
だ
の
で
す
。 

　
日
露
戦
争
後
の
日
本
社
会
は
不
安
定
で
し
た
。
戦
争
は

膨
大
な
戦
費
調
達
の
た
め
に
国
民
に
重
税
を
課
し
て
遂
行

さ
れ
た
た
め
、戦
後
に
は
日
比
谷
焼
打
ち
事
件（
戒
厳
令
が

出
さ
れ
た
）が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
件
に
は
侵
略
的

膨
張
主
義
と
反
金
権
・
反
権
力
主
義
の
二
面
性
が
あ
り
ま

す
が
、
幸
徳
秋
水
ら
に
よ
る
非
戦
論
と
そ
の
後
の
大
逆
事

件
や
韓
国
併
合
な
ど
と
と
も
に
、「
坂
の
上
の
雲
」
で
は
一

切
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
司
馬
史
観
の
「
民
衆
無
視
」

の
弱
点
と
い
え
ま
す
。 

　
司
馬
史
観
の
中
心
に「
明
る
い
明
治
」と「
暗
い
昭
和
」の

対
比
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
満
州
事
変

以
降
、な
ぜ
無
謀
な
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
の
か
。昭
和
の
評

価
が
き
わ
め
て
低
い
の
は
、
戦
車
隊
の
一
員
と
し
て
徴
兵

さ
れ
た
自
ら
の
戦
争
体
験
が
あ
る
た
め
で
す
が
、
大
正
期

に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
・
大
正
・
昭
和
の
連
続
性
で
と
ら
え
な
い
と
歴
史
の
全

体
像
が
つ
か
め
ま
せ
ん
。 

　
大
正
期
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
は
そ
の
後
に
進
み
え
た

二
つ
の
道
の
分
か
れ
目
で
し
た
。 

　
平
和
へ
の
道
と
戦
争
へ
の
道
。 

　
非
戦
論
を
展
開
し
た
秋
水
ら
の
運
動
の
流
れ
が
広
が
る

可
能
性
。も
う
一
つ
が
、ロ
シ
ア
に
勝
利
し
た
勢
い
で
軍
事

国
家
に
進
む
道
。 

　
幸
徳
秋
水
は
す
ご
い
平
和
主
義
者
で
し
た
。
大
逆
事
件

は
秋
水
ら
の
運
動
が
広
が
る
こ
と
を
恐
れ
た
明
治
政
府
が

仕
組
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 　〈
参
考
文
献
〉 

　
　
中
村
政
則『「
坂
の
上
の
雲
」と
司
馬
史
観
』（
岩
波
書
店)

「
坂
の
上
の
雲
」と
幸
徳
秋
水
 

　
　
　
 ―
 司
馬
史
観
を
問
う
 ―
 

市
民
大
学
講
演（
要
旨
）　
９
月
４
日
 

一
橋
大
学
名
誉
教
授
　
中
村
 政
則
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24

平
成
22
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月
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相
　
談 

今月は 

の納付月です 

市県民税　　　　　3期分 

国民健康保険税　　4期分 

　10月11日（月）～20日（水）
までの10日間、「平成22年 
全国地域安全運動」が行わ
れます。 
　中村地区地域安全協会・
中村署では、犯罪や事故・災
害などのない「安全で住み
よいまちづくり」の願いを
込めて、「地域安全パレード」
を行います。 
　中村南小学校の鼓笛隊の
演奏とともに、ボランティ
アの方々が参加して防犯グ
ッズなどを配りながらパレ
ードします。 
　ぜひ、ご参加ください。 
 
日　時　10月12日（火） 
　　　　16時15分～ 
 パレードコース 
　旧パチンコ平和駅前店 
　東側の駐車場から旧中 
　村署（現幡多児童相談所）
　まで 

全国地域安全運動 
～みんなでつくろう安心の街～ 

問 中村地区地域安全協会 
�（34）0110

問 （本庁）総務課　　（34）1804

相
　
談 

問 
当公庫フリーコール 

�（0120）911927

相
　
談 

問 
高知地方法務局四万十支局 

�(34)1600

相
　
談 

問 高知地方法務局人権擁護課　� 088（822）3503

　
国
や
県
、市
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
分
か
ら
な

い
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
に

よ
る
行
政
相
談
を
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　 　
10
月
18
日
（
月
）
〜
24
日
（
日
）
の
行
政
相
談
週

間
に
あ
わ
せ
、左
記
の
日
程
で
人
権
相
談
と
ふ
れ

あ
い
相
談（
心
配
ご
と
、暮
ら
し
に
関
す
る
こ
と
）

を
あ
わ
せ
た
「
一
日
合
同
相
談
所
」
を
開
設
し
ま

す
。
相
談
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 《
中
村
地
域
》 

日
　
時
　
10
月
20
日（
水
）　
13
時
〜
16
時 

場
　
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー 

行
政
相
談
委
員 

　
武
田
二
三
生
　
�
（
３
５
）６
４
１
４ 

　
佐
竹
　
　
猛
　
�
（
３
７
）２
６
２
８ 

行政相談所 

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
高
知
支
店
農
林
水
産
事

業
の
担
当
者
が
、
農
業
に
関
す
る
借
入
相
談
、
経

営
全
般
に
関
す
る
お
悩
み
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
行
い
ま
す
。 

 

日
　
時
　
10
月
28
日（
毎
月
第
４
木
曜
日
開
催
） 

場
　
所
　
Ｊ
Ａ
高
知
は
た
本
所
３
階 

 

＊
相
談
は
事
前
に
フ
リ
ー
コ
ー
ル
で
予
約
し
て

　
く
だ
さ
い
。 

無料農業経営相談 
　
人
権
擁
護
委
員
が
、金
銭
・
相
続
・
借
地
借
家
・

結
婚
・
離
婚
・
セ
ク
ハ
ラ
・
Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
・
児
童

虐
待
・
交
通
事
故
・
裁
判
費
用
な
ど
人
権
に
関
す

る
問
題
を
無
料
と
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。 

 

日
　
時
　
11
月
10
日（
水
） 

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

　
※
事
前
予
約
制
　
相
談
時
間
１
人
30
分
以
内 

場
　
所
　
高
知
地
方
法
務
局
四
万
十
支
局 

特設人権相談所 

　
高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、女
性
の
人
権
問
題
解
消
に
向

け
、左
記
の
と
お
り
電
話
相
談
の
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。期
間
中
は
、土
・
日
曜
日
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
日
は
時
間
を
延
長

し
、19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。 

 

実
施
期
間  

11
月
15
日（
月
）〜
11
月
21
日（
日
） 

時
　
　
間
　
平
　
　
日:

８
時
30
分
〜
19
時 

　
　
　
　
　
土
・
日
曜:

10
時
〜
17
時 

電
話
番
号  

０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０ 

　
　
　
　
　（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
） 

　
※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。 

取
扱
内
容 

　
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
、
セ
ク

　
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

　
離
婚
問
題
、
暮
ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
女

　
性
を
め
ぐ
る
人
権
問
題 

 

　
※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す 

全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間 
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（財）四万十市体育協会（市民スポーツセンター内）　� （34）2071問 申 

教
室
・
講
座 

教
室
・
講
座 

問 申 （働く婦人の家）人権啓発課　�（34）6299

対　　象　市内に居住または勤務している女性　　　受 講 料　いずれも無料 

申込方法　本人に限り窓口・電話で受付（9時 ～ 17時15分／土・日・祝日を除く）　※ 定員になり次第締め切り 

　　　　　※ 講師の都合により日程が変更になることがありますのでご了承ください。 

働く婦人の家講座 

項　目 

講座名 
日　　　　時 時　　　間 講　　師 

パッチワーク 

フラダンス 

10月21日～11月25日 

毎週　木曜日 

（全６回） 

10月26日～12月28日 

毎週　火曜日 

（全10回） 

柿内由美子 

定員 

16人 

25人 

場　　　所 用意するもの 備　　考 申込期間 

10月14日（木）～ 

10月18日（月）～ 

働く婦人の家 

２Ｆ　図書室 
19時～21時 

19時30分 

　　～21時 

キルトの糸（きなり）、針、 

マッチ針（10本） 、はさみ、 

HB鉛筆、定規（30㎝） 

作品：バック 
材料費 
　（3,000円程度） 

初心者対象 

服装は普段着 
（パウスカート、ムウムウ 
など持っている人はお持 
ちください）、タオル、 
水（水筒など)

働く婦人の家 

２Ｆ  和室 
小永博子 

教
室
・
講
座 

問 申 （働く婦人の家）人権啓発課　�（34）6299

男女共同参画社会推進事業 

～第3回　男性の料理教室～ 
　
男
性
の
皆
さ
ん
、
家
庭
で
も
っ
と
料
理
を

し
ま
し
ょ
う
。 

　
短
時
間
で
調
理
が
で
き
、
し
か
も
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
食
べ
て
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
７
日（
日
） 

　
　
　
　
　
11
時
〜
13
時
30
分 

場
　
　
所
　
市
立
働
く
婦
人
の
家 

講
　
　
師
　
谷
崎 

佐
千
代 

対

象

者
　
市
内
居
住
の
男
性（
定
員
10
人
） 

材

料

費
　
５
０
０
円 

持

参

物
　
エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん 

内
　
　
容
　
夕
食
メ
二
ユ
ー 

申
込
方
法
　
10
月
19
日（
火
）〜 

　
本
人
に
限
り
窓
口
・
電
話
で
受
付 

　（
９
時
〜
17
時
15
分  

土
・
日
・
祝
日
除
く
） 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

お
知
ら
せ 

問 （働く婦人の家）人権啓発課　�（34）6299

人権啓発映画のテレビ放映 
　
人
権
問
題
に
つ
い
て
、早
期
解
決
と
人
権
意
識

の
普
及
・
高
揚
の
た
め
の
映
画
が
放
映
さ
れ
ま
す

の
で
、ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
６
日（
土
） 

　
　
　
　
　
15
時
24
分
〜
16
時 

放

送

局
　
テ
レ
ビ
高
知 

題
　
　
名 

 

　「
未
来
へ
の
虹 

　
　 

―
僕
の
お
じ
い
さ
ん
は
、ハ
ン
セ
ン
病
―
」 

初心者合気道教室 
　
合
気
道
は
、
年
齢
・
性
別
そ
し
て
体
格
や
腕

力
に
一
切
関
係
な
く
、自
然
の
動
き（
円
運
動
）

と
気
の
養
成（
呼
吸
法
）を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
生
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
近
代
武
道
で
す
。 

　
健
康
増
進
・
美
容
ま
た
護
身
術
と
し
て
、

一
度
あ
な
た
も
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

期
　
　
間
　
10
月
22
日（
金
）〜
11
月
26
日（
金
） 

　
　
　
　
　
毎
週 

火
・
金
曜
日 
19
時
〜
21
時 

会
　
　
場
　
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー 
武
道
場 

定
　
　
員
　
20
人（
先
着
順
） 

参

加

料
　
１
５
０
０
円（
保
険
料
込
） 

対
　
　
象
　
健
康
な
人
で
、年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。 

申
込
期
間
　
10
月
10
日（
日
）〜
10
月
20
日（
水
） 

講
　
　
師
　
高
知
県
合
気
道
連
盟
中
村
合
気
会 

そ

の

他 

　
主
催
者
側
で
加
入
す
る
傷
害
保
険
以
外
は 

　
補
償
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。 

　
当
日
は
、運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く 

　
だ
さ
い
。 
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募
　
集 

問 申 
西土佐体感ツーリズム事務局「山間屋」 
�（31）6474   FAX（31）6475

催
　
し 

問 
（市）教育委員会 西土佐事務所 
�¶（52）1110　FAX（52）1446

「玖木の一日橋めぐり」もみじ祭 
　
四
万
十
川
支
流
の
中
で
、
屈
指
の
透
明
度
を
誇

る
美
し
い
黒
尊
川
に
映
え
る
色
づ
き
始
め
た
紅
葉

を
愛
で
な
が
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
コ
ン
ニ
ャ
ク

づ
く
り
体
験
な
ど
に
参
加
し
、
山
々
に
囲
ま
れ
た

玖
木
の
温
か
い
人
情
に
ふ
れ
て
、
す
て
き
な
一
日

を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
昼
食
は
、シ
シ
鍋
、ア
メ
ゴ
の
塩
焼
き
、赤
飯（
四

万
十
栗
入
り
）、ち
ら
し
寿
司
な
ど
地
元
食
材
た
っ

ぷ
り
で
す
。 

　
ま
た
、
地
域
の
農
産
物
や
ち
ら
し
寿
司
な
ど
の

販
売
も
行
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
７
日（
日
）　
10
時
〜
15
時 

集
合
場
所
　
玖
木
公
民
館 

　
　
　（
口
屋
内
大
橋
か
ら
黒
尊
川
を
８
㎞
上
流
） 

主
　
　
催
　
玖
木
地
区
が
ん
ば
る
住
民
グ
ル
ー
プ 

募
集
人
数
　
40
人 

参

加

費
　
大
人
３
０
０
０
円
、 

　
　
　
　
　
小
学
生
１
５
０
０
円
、 

　
　
　
　
　
小
学
生
未
満 
無
料 

　
　
　
　
　
※
昼
食
・
保
険
代
含
む 

体
験
内
容 

　
紅
葉
＆
沈
下
橋
め
ぐ
り
（
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）
、

　
コ
ン
ニ
ャ
ク
づ
く
り
、
ア
メ
ゴ
の
塩
焼
き 

申
込
締
切
　
11
月
４
日（
木
） 

第３回 西土佐運動会 
　
合
併
し
て
３
回
目
の
西
土
佐
運
動
会
を
文

化
の
日
に
開
催
し
ま
す
。
こ
の
運
動
会
は
２

年
に
１
度
の
西
土
佐
地
域
あ
げ
て
の
大
き
な

運
動
会
で
す
。
当
日
は
西
土
佐
地
域
内
外
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
観
覧
く
だ
さ
い
。 

 

　
日
　
時 

　
　
11
月
３
日
（
水
・
祝
） 

　
　
９
時
〜
16
時 

　
場
　
所 

　
　
西
土
佐
地
区
運
動
場 

募
　
集 

問 申 
（市）教育委員会 西土佐事務所　�³·� 
́

½
権谷卿 代表　佐川 嘉明　�³·� �́�½±

こんにゃく作り体験 
　
地
元
で
採
れ
た
生
の
芋
を
材
料
に
、昔
な
が

ら
の
こ
ん
に
ゃ
く
作
り
を
体
験
い
た
だ
け
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
一
同

心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

参

加

費
　
約
１
０
０
０
円 

催
行
人
数
　
５
人
以
上
20
人
ま
で 

日
　
　
時
　
ご
予
約
の
際
に
ご
希
望
日
を
お 

　
　
　
　
　
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。 

場
　
　
所 

　
歴
史
民
族
文
化
の
里 

　
　
権
谷
せ
せ
ら
ぎ
交
流
館 

　（
西
土
佐
江
川
２
９
４
０
　
旧
権
谷
小
学
校
） 

秋の四万十川バスツアー 募
　
集 

四万十の日実行委員会事務局　（市）地球環境課 四万十川対策室 　�（34）1170　FAX（34）7466問 申 

　
秋
の
四
万
十
川
沿
い
を
バ
ス
で
移
動
し
な

が
ら
、
四
万
十
川
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
年
は
、例
年
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る『
黒

尊
む
ら
ま
つ
り
』
に
参
加
し
、
神
殿
橋
（
黒
尊

川
）
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
秋
の
四
万
十

川
を
バ
ス
で
訪
問
し
ま
す
。ま
た
、講
師
を
お

招
き
し
、四
万
十
川
の
水
生
生
物
の
こ
と
や
、

平
成
21
年
２
月
に
重
要
文
化
的
景
観（
文
化
財
）

に
選
定
さ
れ
た
経
緯
・
活
用
な
ど
を
学
び
ま
す
。 

　
参
加
希
望
者
は
①
住
所
・
②
氏
名
・
③
年
齢
・

④
連
絡
先
を
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

小
学
生
以
下
の
場
合
は
必
ず
保
護
者
と
同
伴

し
て
く
だ
さ
い
。
多
く
の
人
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。 

 

日
　
　
時
　
11
月
13
日（
土
） 

　
　
　
　
　
８
時
30
分
集
合
〜 

　
　
　
　
　
16
時
頃
解
散
予
定（
雨
天
決
行
） 

集
合
・
解
散
場
所 

　
　
　
　
　
四
万
十
川
学
遊
館（
具
同
） 

対

象

者
　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
人 

募
集
人
員
　
先
着
20
人 

参

加

料
　
１
人
１
０
０
０
円 

　
　
　
　
　（
昼
食
代
・
バ
ス
代
・
保
険
代
等
含
む
） 

受
付
期
間
　
11
月
８
日（
月
）か
ら 

　
　
　
　
　
11
月
12
日（
金
）ま
で 

受
付
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で 

（
昼
休
み
は
除
く
） 
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（独）平和祈念事業特別基金事業部特別給付金事業担当 

�03（5860）2748
問 

教
室
・
講
座 

四万十川僻村塾　� 080-4038-8823（馬場） 
　　　　　　　　E-mail: baba@babanetken.com

問 

お
知
ら
せ 
催
　
し 

問 市立中央公民館　�（34）7311

第52回 四万十市美術展 

開
催
日
時
　
11
月
19
日（
金
）〜
25
日（
木
） 

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時 

　
　
　
　
　（
25
日
の
み
16
時
ま
で
） 

場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

入
場
整
理
費 

　
　
　
一
般
１
０
０
円
　
高
校
生
以
下
無
料 

部
　
　
門
　
洋
画
、日
本
画
、書
道
、写
真
、工
芸
、

　
　
　
　
　
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン 

搬
入
日
時
　
11
月
６
日（
土
）、７
日（
日
） 

　
　
　
　
　
９
時
〜
17
時
　
　 

搬
入
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

 

開
催
・
募
集
要
項
お
よ
び
出
品
票
は
公
民
館

窓
口
で
配
布
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す 

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.s
h
im
a
n
to
.lg
.jp
/

k
y
o
u
ik
u
/
a
rt/
e
x
h
ib
itio
n
.h
tm
l

） 

多くの皆さんの出品と観賞をお待ちしています 

募
　
集 

問 

まちづくり四万十株式会社 

（中村桜町2-1　市立文化センター内） 

担当：佐田　�（35）4887

「いちじょこさん食育広場」  

野菜、加工品等出荷者募集 
　
一
条
通
の「
い
ち
じ
ょ
こ
さ
ん
食
育

広
場
」で
は
、地
元
の
新
鮮
で
安
心
・
安

全
な
野
菜
や
手
作
り
の
加
工
品
等
を

出
荷
し
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、８
月
よ
り
市
の
緊
急
雇
用
事

業
を
受
託
し
、集
荷
作
業
を
始
め
ま
し

た
。
ご
高
齢
で
、
直
販
所
へ
野
菜
な
ど

を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

お
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

第13回　四万十川僻村塾 

シベリア戦後強制抑留者に 
係る特別給付金の支給 

　
四
万
十
川
僻
村
塾
は
、
知
識
・
文
化
人
、
先
達

の
お
話
を
肩
ひ
じ
張
ら
ず
に
聞
き
、
共
に
語
り

合
う
会
で
す
。参
加
に
条
件
は
な
く
、予
約
も
不

要
で
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

日
　
　
時
　
10
月
16
日（
土
） 

18
時
〜
19
時
30
分 

講
　
　
師
　
大
谷
英
人（
高
知
工
科
大
学
教
授
） 

演
　
　
題
　
高
知
県
立
図
書
館
と
高
知
市
民
図 

　
　
　
　
　
書
館
と
の
合
築
問
題 

場
　
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

３
階 

視
聴
覚
室 

会
　
　
費
　
５
０
０
円 

懇
親
会
費
　
１
５
０
０
円（
希
望
者
の
み
） 

四
万
十
川
僻
村
塾
ブ
ロ
グ
　 

　
　
　
　
　http

:/
/
p
u
b
.n
e
.jp
/
jy
u
k
u
/

　
昭
和
20
年
８
月
９
日
旧
ソ
連
の
参
戦
に
伴
い
、

同
年
９
月
２
日
以
後
旧
ソ
連
邦
〔
シ
ベ
リ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
シ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
お
よ
び
北

樺
太
（
北
緯
50
以
北
）
を
含
む
沿
海
州
な
ど
〕
、

ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
（
外
蒙
古
）
の
地
域
で
強

制
抑
留
さ
れ
た
人
を
対
象
に
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
過
去
に
特
別
慰
労
品
を
受
け
た
人
に
は
、
10

月
中
旬
に
直
接
請
求
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
が
、

受
け
て
い
な
い
人
に
は
、
支
給
対
象
で
あ
っ
て

も
請
求
書
が
送
付
さ
れ
な
い
た
め
、
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（w

w
w
.h
e
iw
a
.g
o
.jp

）
あ
る
い
は

下
記
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

教
室
・
講
座 

問 四万十市雇用創造促進協議会　�（34）0232　ホームページ　http://shimanto-koyo.com

詳しくは四万十市雇用創造促進協議会のホームページや高知新聞折込チラシなどをご覧の上お申し込みください。 

四万十市雇用創造促進協議会　10月開催講座 

募　集　種　目 日　　　時 

◆高付加価値型農業研修 

有機野菜ステップアップ講座 

◆高付加価値型農業研修 

水稲講座 

四万十農園あぐりっこ 

研修センター 

鍋島　実現事業の圃場 

四万十農園あぐりっこ 

研修センター 

江ノ村　実現事業の圃場 

座学：四万十の風土にあった 

　　　　　　　　有機稲作について 

実地研修：葉物野菜の播種 

（天候や圃場の状況で内容変更の可能性あり） 

座学：品目別栽培方法の詳細 

実地研修：●トラクターの耕耘方法 

　　　　　●緑肥（菜の花・レンゲ他）の播種 

　　　　　●緑肥の育つ田んぼ作り 

10月13日（水） 

14時～17時 

10月14日（木） 

9時～12時 

10月14日（木） 

14時～16時30分 

10月15日（金） 

9時～11時30分 

会　　　　場 内　　　　容 講　　師 

山下 一穂 

赤木 歳通 
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お
知
ら
せ 

高知県幡多土木事務所　�（34）5222 
豚座建設（株）　　　　　�（34）6031

問 

　
平
成
22
年
８
月
27
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
４

日
ま
で
、
県
道
出
口
古
津
賀
線
に
お
け
る
古
津

賀
第
二
団
地
の
現
道
沿
い
の
不
安
定
な
地
山
を

掘
削
し
、歩
道
を
設
置
す
る
工
事
を
行
い
ま
す
。 

　
工
事
期
間
中
は
片
側
交
互
通
行
規
制
と
な
り
、

10
月
中
旬
頃
〜
12
月
20
日（
予
定
）の
地
山
掘
削

作
業
時
に
は
通
行
時
間
規
制
を
行
い
ま
す
。 

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

相
　
談 

問 

高知自動車保険請求相談センター 
（高知市堺町2-26 高知中央第一生命ビル 4階） 
�¶088（825）0318　ホームページ http://www.sonpo.or.jp

相
　
談 

問 
（社）高知県宅地建物取引業協会幡多支部 
�¶（37）1520

社団法人 日本損害保険協会 四国支部 
高知自動車保険請求相談センター 

　
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
人
の
相
談
に
専

門
の
相
談
員
が
応
じ
ま
す 

 

相
　
談
　
日 

　
月
〜
金
曜
日（
祝
日
の
ぞ
く
） 

　
９
時
〜
12
時
　
13
時
〜
17
時 

　
※
来
訪
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。 

弁
護
士
相
談
日 

　
毎
月
第
１
金
曜
日
　
13
時
〜
16
時 

　
※
予
約
制
要
面
談 

不動産無料相談 
～土地、建物のトラブルでお悩みの人へ～ 

　
高
知
県
宅
建
協
会
の
専
任
相
談
員
が
、
苦

情
の
受
付
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
動

産
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
も
相
談
業
務
を

行
い
、
住
ま
い
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談

に
、
誠
意
を
持
っ
て
お
答
え
し
ま
す
。 

 

日
　
時
　
11
月
18
日（
木
）　
13
時
〜
16
時 

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館 

　
　
　
　
３
階 

研
究
室 

お
知
ら
せ 

問 高知県幡多林業事務所　�（34）5118

相
　
談 

問 

高知県労働委員会事務局 
（高知市丸ノ内2-4-1　県庁北庁舎4階） 
�¶088（821）4645 
HP  http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/240101/

幹線林道　中村・大正線の通行規制 

県道出口古津賀線の通行規制 

　
四
万
十
市
古
尾
か
ら
四
万
十
町
大
正
清
水
間
に

お
け
る
幹
線
林
道
中
村
・
大
正
線（
旧
称:

大
規
模
林

道 

清
水
〜
東
津
野
線
）の
開
設
工
事
に
伴
い
、平
成

22
年
９
月
28
日
か
ら
平
成
23
年
３
月
25
日
ま
で（
年

末
年
始
は
工
事
休
止
）通
行
規
制
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 

個別的労使紛争に関する 
相談およびあっせん 

　
高
知
県
労
働
委
員
会
は
、「
労
働
相

談
」
と
「
あ
っ
せ
ん
」
で
、
労
働
条
件
や

雇
用
を
め
ぐ
る
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。い
ず

れ
も
簡
易
迅
速
、
無
料
、
秘
密
厳
守
で

行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

通行止め時間 

 

8：00～ 9：00 

9：10～10：00 

10：10～11：00 

11：10～12：00 

13：00～14：00 

14：10～15：00 

15：10～16：00 

16：10～17：00 

（時間外作業時） 

 

17：30～19：00

～ 8：00 

9：00～ 9：10 

10：00～10：10 

11：00～11：10 

12：00～13：00 

14：00～14：10 

15：00～15：10 

16：00～16：10 

17：00～ 

（時間外作業時） 

17：00～17：30 

19：00～ 

通行可能時間 

通行止め時間 通行可能時間 

9：30～10：20 

10：30～11：20 

11：30～12：00 

13：00～13：50 

14：00～14：50 

15：00～15：50 

16：00～17：00

～ 9：30 

10：20～10：30 

11：20～11：30 

12：00～13：00 

13：50～14：00 

14：50～15：00 

15：50～16：00 

17：00～ 

※２ｔ以下の車両は迂回路（古津賀第二団地内）を利用できます。その際は地元
　住民に迷惑のかからないよう、スピード等には充分お気をつけください。 

国道56号 

古津賀駅 

県道339号 

工事場所 

迂回路 

古津賀 
第二団地 



市
　
政 

教
　
育 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

く
ら
し 
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お
知
ら
せ 

問 

（県）林業振興・環境部　環境共生課　�¶088（821）4554 　FAX 088（821）4530 
カーボン・オフセット担当  E-mail：030701@ken.pref.kochi.lg.jp   
高知県オフセット・クレジット認証センター(事務局　社団法人高知県山林協会内) 
� 088（822）5331 FAX 088（875）7191　カーボン・オフセット担当 
http://www.kochi-sanrin.jp/j-ver/j imukyoku.htm　E-mai l：kochi . j-ver@kochi-sanrin.jp

お
知
ら
せ 

（本　　庁）農林課　　　�（34）1118 
（総合支所）産業建設課　�（52）1111

オフセット・クレジット（高知県J-VER）制度 

秋の「緑の募金」へご協力を！ 
　
９
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
は
、秋
の「
緑
の

募
金
週
間
」で
す
。 

　
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
色
々
な
方
面
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
今
日
、
二
酸
化
炭
素
を
固

定
す
る
森
・
緑
・
木
へ
の
期
待
は
高
ま
る
一
方

で
す
。
こ
の
秋
、「
緑
の
募
金
で
ふ
せ
ご
う
　

地
球
温
暖
化 

２
０
１
０
秋
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
全
国
一
斉
に
募
金
活
動
を
展
開
し
て
い

ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、
公

益
社
団
法
人
高
知
県
森
と
緑
の
会
を
通
じ
、

県
内
の
森
林
の
整
備
、緑
化
の
推
進
、子
供
た

ち
の
木
や
森
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
提
供
、
公

募
に
よ
る
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
市
町
村
の

緑
化
活
動
へ
の
助
成
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近

な
と
こ
ろ
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
緑
の
募
金
へ
の
寄
附
は
、本
庁
農
林
課
、ま

た
は
支
所
産
業
建
設
課
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

問 受 

　
県
で
は
、今
年
２
月
に
、「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
」

に
活
用
さ
れ
る
環
境
省
の
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
認
証
を
受
け
ま
し
た
。 

　
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
と
は
、
自
己
、
自
社
に
よ

る
CO2
削
減
努
力
の
結
果
、
削
減
目
標
に
不
足
す
る
CO2

排
出
量
を
、他
者
の
活
動
に
よ
る
CO2
削
減
・
吸
収
量(

ク

レ
ジ
ッ
ト)

で
相
殺(

埋
め
合
わ
せ)

す
る
こ
と
で
す
。 

　
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト(

Ｊ-

Ｖ
Ｅ
Ｒ
※
１)

制

度
と
は
、企
業
や
団
体
が
適
正
な
森
林(

間

伐)

整
備
を
行
う
こ
と
で
増
大
す
る
CO2
の

森
林
吸
収
量
を
県
が
認
証
し
、
県
Ｊ-

Ｖ

Ｅ
Ｒ
と
い
う
証
券
と
し
て
発
行
し
て
、観

光
先
進
企
業
に
売
却
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
も
の
で
、得
た
収
益
を
地
域
で

の
雇
用
の
創
出
や
産
業
の
振
興
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
の
活
用
の
詳
細
や
森
林
管

理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
申
請
（
※
２
）
な
ど

つ
い
て
は
、下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

 

※
１ Japan V

erified Em
ission Reduction 

※
２
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
市
町
村
ま
た
は
森 

　
　
林
組
合
な
ど
法
人
格
を
有
す
る
団
体
で
あ 

　
　
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

高知市立自由民権記念館 平成22年度特別展 

幸徳秋水展 －その生涯と思想－ 
催
　
し 

高知市立自由民権記念館（高知市桟橋通4丁目14-3） 

� 088（831）3336  FAX 088（831）3306
問 

● 

記
念
講
演
会 

　 

「
日
露
戦
争
と
非
戦
論
」 

日
時
　
10
月
16
日（
土
）　
15
時
〜
17
時 

場
所
　
自
由
民
権
記
念
館 

１
階 

民
権
ホ
ー
ル 

講
師
　
松
岡
僖
一 

　
　
　（
高
知
市
立
自
由
民
権
記
念
館
長
） 

※
入
場
無
料
、申
し
込
み
不
要 

　
今
年
は
大
逆
事
件
検
挙
か
ら
１
０
０
周

年
、来
年
は
幸
徳
秋
水
没
後
１
０
０
周
年
に

あ
た
り
ま
す
。 

　
今
回
の
特
別
展
で
は
秋
水
の
生
い
立
ち

か
ら
刑
死
ま
で
を
８
つ
の
テ
ー
マ
に
分
け
、

そ
の
生
涯
と
思
想
を
紹
介
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
、秋
水
が
な
ぜ
非
戦
論
を
展
開
し

た
の
か
、な
ぜ
大
逆
事
件
で
刑
死
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
一
緒
に
考
え
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

日
　
程
　
９
月
11
日（
土
）〜
11
月
14
日（
日
） 

　
※
休
館
日:

毎
週
月
曜
日（
10
月
11
日
を
除
く
）、 

　
　
　
　
　
　
10
月
12
日（
火
）、11
月
４
日（
木
） 

時
　
間
　
９
時
30
分
〜
17
時 

場
　
所
　
高
知
県
立
自
由
民
権
記
念
館 

　
　 

　
　
　
　
　
１
階 

自
由
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

観
覧
料
　
個
人
３
２
０
円 

　
　
　
　
団
体（
20
人
以
上
）２
５
０
円
　
人 

 

　
※ 

高
校
生
以
下
無
料 

　
※ 

療
育
手
帳
、障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
人
と
そ 

　 

の
介
護
者
１
人
、
高
知
県
お
よ
び
高
知
市
長
寿 

　 

手
帳
を
お
持
ち
の
人
は
無
料 

/
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市民のひろば 市民のひろば 

募　集募　集 募　集 

催　し催　し 催　し 

催　し催　し 催　し 

日
時
　
11
月
３
日（
水
・
祝
） 

10
時
〜
16
時 

場
所
　
古
津
賀
国
営
農
地 

目
的
　
ケ
ナ
フ（
ア
オ
イ
科
植
物
）を 

　
　
　
通
じ
て
の
環
境
啓
発
と
地
域
交
流 

イ
ベ
ン
ト
内
容 

　
①
ケ
ナ
フ
の
紙
す
き 

　
②
土
佐
中
村
一
條
太
鼓 

　
③
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス 

　
④
ケ
ナ
フ
製
品
展
示 

　
⑤
農
産
物
販
売 

主
催
　
古
津
賀
国
営
農
地
　
園
楽
人
の
会 

共
催
　
高
知
ケ
ナ
フ
普
及
会 

後
援
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ケ
ナ
フ
協
議
会 

● 詳しい内容についての問い合わせ ● 
とみやま里づくり委員会 

　担当：森　�（39）2409

※イメージ写真 

と
み
や
ま 

親
子
親
子
で
間
伐
材
を
使

間
伐
材
を
使
っ
て
バ
ス
停
を
作

停
を
作
ろ
う
!!!! 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
協
力
者
募
集

参
加
協
力
者
募
集 
と
み
や
ま 

親
子
で
間
伐
材
を
使
っ
て
バ
ス
停
を
作
ろ
う
!! 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
協
力
者
募
集 

第
3
回 

　
金
毘
羅
ケ
ナ
フ
祭
り 

　
と
み
や
ま（
大
用
地
区
）は
四
万
十
市
中
心
部
よ
り
国
道
４

３
９
号
線
を
15
㎞
ほ
ど
大
正
方
面
に
入
っ
た
、
緑
豊
か
な
山

村
で
す
。 

　
今
回
、こ
う
ち
山
の
日
推
進
事
業
の
協
力
の
も
と
で
、親
子

で
木
と
触
れ
合
う
機
会
を
と
考
え
、
間
伐
材
を
使
っ
て
手
作

り
の
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
親
し
み
の
あ
る
バ
ス
停（
高

齢
化
の
進
む
山
村
地
域
に
と
っ
て
も
公
共
交
通
は
必
要
不
可

欠
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
）
を
地
元
の
親
子
た
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

　
日
　
時
　
11
月
14
日（
日
） 

　
参
加
費
　（
保
険
代
を
含
む
）　
無
料 

　
土
佐
の
京
都
と
も
言
わ
れ
る
土
地
柄
を
活
か

し
て
、
県
下
の
ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
と
地

域
の
子
ど
も
た
ち
、
保
護
者
を
交
え
て
、
鮎
の
つ

か
み
ど
り
や
宝
探
し
、街
中
探
検
を
行
い
ま
す
。 

 

日
　
時
　
10
月
31
日（
日
）　
10
時
〜
16
時 

　
　
　
　
※
雨
天
決
行 

場
　
所
　
い
わ
さ
き
児
童
公
園（
中
村
四
万
十
町
） 

参
加
費
　
１
人
３
０
０
円 

個
人
携
行
品 

　
お
に
ぎ
り
弁
当
、水
筒（
お
茶
）、雨
具
、尻
敷
き

　
マ
ッ
ト
、ハ
ン
カ
チ
、ち
り
紙 

 

主
　
催
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
高
知
県
連
盟
、 

　
　
　
　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
中
村
地
区
協
議
会 

後
　
援
　
高
知
県
教
育
委
員
会
、 

　
　
　
　
四
万
十
市
教
育
委
員
会
、 

　
　
　
　（
社
）四
万
十
市
観
光
協
会 

　
　
　
　
四
万
十
わ
か
ば
更
生
保
護
女
性
会
、 

　
　
　
　
子
育
て
応
援
団
ほ
っ
と
ポ
ケ
ッ
ト 

協
　
賛
　
子
ど
も
会
、（
株
）井
上
ス
ポ
ー
ツ
、 

　
　
　
　（
有
）藤
家 

ビ
ー
バ
ー
・
カ
ブ
ラ
リ
ー 

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
● 

　
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
中
村
地
区
協
議
会（
青
木
） 

　
中
村
弥
生
町
３
７  

�
（
３
４
）７
０
９
０ 

平成22年度「こうち山の日推進事業」 

この行事は森林環境税を活用して実

施されています。 

●問い合わせ先● 
　田中 正歓　�/FAX （35）2131 
             　　� 090-6283-9397
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平
成
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年
10
月
号 

市
　
政 

教
　
育 

く
ら
し 

情
報
掲
示
板 

情
報
掲
示
板 

★
人
権
さ
ま
ざ
ま
★ 

人
が
人
ら
し
く

人
が
人
ら
し
く 

人
が
人
ら
し
く 66

　
最
近
で
は
、
人
種
と
か
○
○
族
と

い
う
表
現
を
し
な
く
な
り
ま
し
た
。

で
も
世
界
各
地
に
は
、
今
も
そ
の
実

態
は
遺
っ
て
い
て
、
紛
争
の
火
種
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
二
つ
の

悲
劇
の
事
例
を
報
告
い
た
し
ま
す
。 

　
一
九
九
〇
年
以
来
、ル
ワ
ン
ダ
、ブ

ル
ン
ジ
、コ
ン
ゴ
な
ど
で
は
、フ
ツ
族
、

ツ
チ
族
と
い
う
二
種
族
間
の
抗
争
で
、

百
万
人
を
越
え
る
死
者
を
出
し
て
い

る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
相
手

側
を「
皆
殺
し
」の
や
り
方
だ
と
非
難

し
合
い
、
加
害
者
と
被
害
者
を
区
別

す
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
ル
ワ
ン

ダ
の
ム
ラ
ン
ビ
の
町
で
は
、
フ
ツ
族

に
よ
っ
て
ツ
チ
族
の
住
民
が
皆
殺
し

に
さ
れ
た
時
、
逃
げ
込
ん
だ
丘
の
上

の
工
業
学
校
で
、ふ
た
た
び
、数
千
人

も
の
人
々
が
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ツ
チ

族
は
そ
の
学
校
を
、
歴
史
記
念
館
と

し
て
そ
の
ま
ま
展
示
公
開
し
、
相
手

族
へ
の
復
讐
を
誓
い
合
い
、
憎
悪
の

連
鎖
は
、
断
ち
切
れ
そ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
、
両
族
に
は
、
大

国
の
支
援
も
絡
み
、
問
題
を
よ
り
一

層
複
雑
化
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

　
一
方
、イ
ン
ド
の
北
部
、ウ
ッ
タ
ル
・

プ
ラ
デ
シ
ュ
州
の
小
さ
な
砂
漠
の
村

で
は
、
二
〇
〇
三
年
三
月
の
早
朝
に

事
件
が
起
き
ま
し
た
。 

　
グ
ッ
ダ
ン
と
い
う
若
者
が
、
ビ
ム

ラ
と
い
う
女
の
眠
る
部
屋
に
印
度

栴
檀
の
樹
を
伝
っ
て
忍
び
込
み
ま

し
た
。
二
人
は
ひ
そ
か
に
愛
し
合
う

仲
だ
っ
た
の
で
す
が
、
寝
台
の
軋
む

音
に
目
を
覚
ま
し
た
ビ
ム
ラ
の
兄

た
ち
は
、
鉄
の
棒
で
二
人
を
め
っ
た

打
ち
に
し
、
二
人
は
殺
さ
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
グ
ッ
ダ
ン
は
ヒ
ン
ズ
ー

教
徒
、
ビ
ム
ラ
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で

し
た
。そ
れ
だ
け
で
は
な
く
二
人
は
、

カ
ー
ス
ト
制（
身
分
制
度
）で
は
、主

と
従
の
関
係
で
、
グ
ッ
ダ
ン
は
、
ビ

ム
ラ
の
家
の
農
仕
事
を
手
伝
う
い

わ
ば
農
奴
だ
っ
た
の
で
し
た
。 

　
宗
教
の
違
い
、
階
級
の
違
い
の
上

に
、
村
で
暮
ら
す
掟
を
破
っ
た
と
い

う
の
が
兄
た
ち
の
言
い
分
で
し
た
。 

　
ー
こ
の
よ
う
に
血
縁
、
地
縁
、
さ

ら
に
は
、
宗
教
や
因
習
が
絡
む
人
々

の
関
係
は
、「
村
」と
い
う
仕
組
み
で

は
く
く
り
き
れ
な
い
事
柄
が
潜
ん

で
い
て
、「
ム
ラ
」と
表
記
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　「
ム
ラ
す
な
わ
ち
族
」と
さ
れ
る
、

お
く
れ
た
意
識
を
も
つ
地
域
社
会
が
、

地
球
上
に
は
ま
だ
数
多
く
存
在
し
、

紛
争
や
戦
争
を
引
き
お
こ
し
て
い

る
現
実
が
あ
る
よ
う
で
す
。　
　
　 

 

　
　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　 

山
本
　
衞 

お
誕
生

お
誕
生 

　
お
め
で
と
う

　
お
め
で
と
う 
お
誕
生 

　
お
め
で
と
う 

大
石
　
葵 

松
岡
　
波
琉 

門
田
　
凪 

藤
坂
　
太
一 

横
山
　
結 

吉
本
　
梓
紗 

山
本
　
実
空 

野
並
　
志
恵
里 

津
野
　
葵 

川
　
　
明
人 

川
　
　
優
人 

岡
村
　
真
陽
乃 

田
邊
　
愉
万 

松
澤
　
蒼
真 

岡
　
　
勇
雅 

土
居
　
七
海 

新
改
　
聡
惇 

宮
地
　
葉
月 

上
岡
　
知
弘 

中
川
　
悠
也 

小
野
　
海
音 

藤
澤
　
愛 

笹
村
　
福
人 

田
邊
　
颯
人 

柴
　
　
煌
人 

あ
お
い 

　
は
　
る 

な
ぎ 

　
た 

い
ち 

 

ゆ
い 

 

あ
ず
さ 

　
み
　
く 

　
し
　
え
　
り 

あ
お
い 

 

あ
き  

と 

 

ゆ
う  

と 

　
ま
　
ひ
　
の 

　
ゆ
　
ま 

 

そ
う  

ま 

 

ゆ
う  

が 

 

な
な  

み 

 

そ
う  

ま 

 

は
づ  

き 

 

と
も
ひ
ろ 

 

ゆ
う  

や 

 

か
い  

と 

 

ま
な 

 

ふ
く  

と 

 

は
や  

と 

 

き
ら  

と 

智
則 

直
人 

和
規 

圭
一 

浩
司 

征
四
郎 

幸
洋 

文
志 

和
弘 

伸
人 

伸
人 

敏
秀 

誠 佑
樹 

久 豊
和 

浩 和
彦 

剛 正
樹 

義
人 

学 俊
輔 

哲
也 

光 

（
平
成
22
・
８
・
６
〜
９
・
５
届
分
） 

（
平
成
22
・
８
・
６
〜
９
・
５
届
分
） 

ご
冥
福
を 

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
四
万
十
町 

中
村
上
小
姓
町 

中
村
丸
の
内 

中

村

桜

町 
中

村

東

町 

右

山

元

町 

駅

前

町

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

佐

岡

 

麻

生

 

入

田

 

具

同

 

具

同

 

国

見

 

間

崎

 

竹

島

 

下

田

 

下

田

 

奥

鴨

川

 

佐

田

 

手

洗

川

 

常

六

 

古

尾

 

西
土
佐
津
野
川 

西
土
佐
須
　 

西
土
佐
下
家
地 

西
土
佐
茅
生 

西
土
佐
用
井 

72 85 94 83 92 77 86 78 86 86 90 42 68 70 96 92 38 101 90 84 92 

83 78 83 90 72 84 96 89
 

中
村
丸
の
内 

中

村

京

町 

右

山

元

町 

右
山
五
月
町 

右
山
五
月
町 

角

崎

 

不

破

上

町 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

古

津

賀

 

佐

岡

 

具

同

 

具

同

 

具

同

 

具

同

 

渡

川

 

具

同

田

黒 

具

同

田

黒 

山

路

 

井

沢

 

下

田

 

西
土
佐
下
家
地 

西
土
佐
江
川 

 

「
お
誕
生
お
め
で
と
う
」、「
ご
冥
福
を

お
祈
り
し
ま
す
」の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
掲

載
に
つ
い
て
は
、ご
家
族
の
希
望
を
聞

い
て
掲
載
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、 

　（
本
庁
）市
民
課 

�
�
�
�
�
（
３
４
）１
１
１
３ 

　
　
　
ま
で
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

宮
　
　
義
雄 

門
田
　
丸
惠 

下
村
　
春
子 

白
石
　
和
惠 

北
原
　
重
美 

中
野
　
重
子 

遠
近
　
圀
重 

宮
下
　
照
美 

野
並
　
稔
行 

吉
岡
　
　
子 

森
　
　
岩
惠 

安
光
　
順
祐 

刈
谷
　
速
男 

山
本
　
勇
雄 

藤
原
　
兼
尾 

刈
谷
　
青
成 

宮
村
　
香
織 

西
澤
　
　
水 

中
脇
　
兼
松 

沖
本
　
茂 

前
田
　
富
代 

岡
　
　
昭
一 

谷
　
　
正 

今
城
　
恵
美
子 

岩
城
　
勝 

上
　
　
由
一 

田
邊
　
嶺
晴 

　
城
　
福 

渋
谷
　
千
代
榮 

住
　
所 

保
護
者 

赤
ち
ゃ
ん 

住
　
所 

享 

年 

氏
　
　  

名 

広聴ファックス 

広聴メール 

０１２０－４５９７８７ 
フリーダイヤル し こ く ななはちなな 

み な さ ん の 声 を  
聴 か せ て く だ さ い  

　｢開かれた市政」を推進するために、
市民の皆さん一人ひとりが持ってい
る市政に対する意見、提言や要望、苦
情などをお聴かせください。　 

四万十市公式ホームページ 
上に設けています 

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

の
こ 

ニ
　
ー 

ム 

の
う
ど 

し
ん
だ
い 

き
し 

お
き
て 

ぞ
う
お 

ふ
く
し
ゅ
う 

■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。 



（県）総務部 統計課　�088（823）9343

　調査員は顔写真つきの調査員証を携帯しています。 
調査員が訪問した際にはご確認ください。 

○ 家計調査（県主管） 
　　古津賀、右山元町、右山天神町 ･･･実施中 
○ 労働力調査（県主管） 
　　山路 ･･･実施中 
○ 労働力調査〔準備調査〕（県主管） 
　　中村東町1丁目 ･･･実施中 
○ 毎月勤労統計調査〔Ⅰ種〕（県主管） 
　　市内全域 ･･･実施中 
○ 毎月勤労統計調査〔Ⅱ種〕（県主管） 
　　中村大橋通・中村東下町周辺、具同周辺 ･･･実施中 
○ 家計消費状況調査（国主管） ･･･実施中 

今月の統計調査 10月 

第16回  １０月１７日１０月１７日（日）（日） 

開　催！開　催！ 
１０月１７日（日） 

開　催！ 

スタート　100kmの部　　 5時30分　蕨岡中学校前　　 
　　　　　 60kmの部　　10時　　　四万十町こいのぼり公園 

　当日は2000人のランナーがそれぞれの限界にチャレンジ。暖かい声援をお願いいたします。 
　コースとなっている道路は、幅の狭いところが多くあります。ランナーの安全はもとより、大会が円滑に運
営できるよう、当日はコース内への自動車の乗り入れは、極力控えていただきますようお願いします。 

ゴ ー ル　県立中村中学高等学校旧グラウンド 
　　　　　（選手到着予想時刻 13時～19時30分） 

表 彰 式　場所　県立中村中学高等学校旧グラウンド 
　　　　　時間　16時30分～　（100kmの部、男女総合1～8位） 
　　 　　　　　　 　　　　　 （ 60kmの部、男女総合1～8位） 

四万十川ウルトラマラソン実行委員会事務局　�（34）0605　FAX（34）4894 
西土佐事務局（西土佐ふれあいホール内）　　　�（52）1110　FAX（52）1446○ 問い合わせ先 ○ 
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水道に関する問い合わせは 
（本　　庁）水道課　�（３４）１７１１ 
（総合支所）住民課　�（５２）１１１１ 

●水道料金は口座振替で● 

（有）平野水道 

（株）四電工中村営業所 

溝渕設備 

森下住宅器機 

土居水道工事店 

中村水道工事センター 

（株）中村住設 

（有）大杉設備工業 

（有）福永工業 

（有）カキタニ設備 

岡崎プロパン（株） 

（有）夕部設備 

西南管工 

（株）奥宮工業 

（有）大同設備 

（有）石井建設 

10月2日（土） 

3日（日） 

9日（土） 

10日（日） 

11日（月） 

16日（土） 

17日（日） 

23日（土） 

24日（日） 

30日（土） 

31日（日） 

11月3日（水） 

6日（土） 

7日（日） 

13日（土） 

14日（日） 

�（３４）２１２６ 
�（３７）２２５５ 
�（３４）６２１１ 
�（３４）２１２６ 
�（３７）５２８１ 
�（３５）０１０８ 
�（３４）０５１１ 
�（３４）２１２６ 
�（３５）４１５１ 

日直指定水道業者 

10月 3日（日） 

10日（日） 

11日（月） 

17日（日） 

24日（日） 

31日（日） 

11月 3日（水） 

7日（日） 

14日（日） 

市民病院 

さたけ小児科 

幡多病院 

市民病院 

大野内科 

小原外科胃腸科 

山下整形外科 

市民病院 

竹本病院 

当 直 医 

�（35）2316 
�（34）1331 
�（34）3734 
�（34）4855 
�（32）1095 
�（35）4323 
�（34）3621 
�（34）2324 
�（35）5996 
�（33）0660 
�（35）3458 
�（37）3383 
�（36）2554 
�（37）5151 
�（35）4879 
�（33）0404

～８月末日現在～ 

総人口　36,392（＋ 8） 
　男　　17,186（＋ 5） 
　女　　19,206（＋ 3） 
世帯数　16,273（＋ 10） 

転入 
転出 
出生 
死亡 

94人 
69人 
23人 
40人 

（　）内は、前月との差 人のうごき 

■ 

編
集
〆
切
が
押
し
迫
っ
た
休
日
、

中
村
駅
ま
つ
り
を
取
材
し
た
。
ね
ら

い
の
一
つ
は
表
紙
の
写
真
…
で
し
た

が
、
秋
ら
し
い
心
地
よ
い
風
と
中
高
生
の
吹
奏

楽
演
奏
に
酔
い
し
れ
た
せ
い
か
、
納
得
で
き
る

写
真
は
撮
れ
ず
、
土
佐
く
ろ
し
お
鉄
道
さ
ん
に

提
供
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｙ.

Ｔ
） 

 

■
９
月
５
日
の
中
村
地
区
合
同
防
災
訓
練
を
取

材
し
て
、
災
害
対
策
に
つ
い
て
共
通
し
て
大
切

な
こ
と
は
、
緊
急
時
に
お
け
る
対
処
方
法
や
機

器
、
道
具
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と

把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
、

そ
の
た
め
に
も
常
日
ご
ろ
か
ら
設
備
・
機
器
を

整
備
し
て
訓
練
を
重
ね
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。 

（
誉
也
） 
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